




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4QUAdam v.New biggillg I3A.c.3I5 限定。制時期81~込弱や叫町ε。、
k味令。l1m-k1拭1民Jぷ時世，.pþ<~!J Weiner v. Harns 1910， K.B.I9o ) 
写1...)渋川遣さ己実い士~i可 G契約黙~~~時 P 民七〈み1~:b~"r-， O
11m 
1n the event of a削nypersOl口1tωo whom l1l0ney has berη1 advance庇d仁d by way of loat口1upon such 
CωO叫n凶1
w叫叫ri司口1in c∞O 凶 deratior日1of a share of profits of b 凶 ness， being adjudged a bankruptcy， e ぱcring ぱo 
an agreement to pay his creditors less than twenty shilling in the pound， or dying insolvent 
circumstances， thc lender of the 10:11 shall not be entitled to recover anything in respect of his 
loan， and the seller of good will shall not be entit1ed to recover anything in respect of the 
share of profits contracted for until the c1aims of the other creditor of the borrower 01' buyar 
fo1' valuable consideration in money 01' money's worth have been satis五ed.
ä~妥当京や， ，おい士~4封建~Q担制1守〈士~ good wiJ1 Q ~ãî(判笠宮塁Q~製終ω 国l~ れI ~己..，g~ゴ.ß.-N'穏や:町
Q契約判窓， ) 制Jh 時ハ Q~ ..，g時。匡いま眼健!.2r>-6ゃい督当容や三名いさ三絃録~*~だ!.2~~~1\S1時
メ Q や..，g~ε 。
cq" 穏やさ手陣争終ふ1諮Eよ;')-N'Q将司悼みJ怖い勺
淫事1持今'J~ ，¥gu'l2-心 trade，occupatiol1} proftèsion ふ .$J<.l{1~ ~ -N' Q己Jい〈織E凶器〉穏やど時:&ど
め
に
は
利
得
す
る
の
目
的
含
以
て
商
業
ぞ
楼
む
事
を
要
す
る
も
草
に
利
得
を
得
る
目
的
の
み
を
有
し
商
業
を
管
ま
ざ
る
図
鑑
は
組
合
に
は
属
せ
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
而
て
商
業
を
替
む
事
を
要
す
ご
は
結
局
其
目
的
が
貫
質
上
通
常
の
意
味
に
於
て
商
業
ご
務
せ
ら
る
、
二
閣
の
行
震
を
連
演
し
て
結
局
せ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
後
利
彦
目
的
ざ
す
る
一
図
の
行
忽
を
結
局
き
ば
良
い
の
で
あ
る
ハ
∞
g
E
〈
-
E含
vg
♂
の
・
巴
・
ミ
〉
O
3
、
組
合
楼
業
が
喚
問
に
行
は
る
冶
事
営
要
す
。
組
合
が
組
合
契
約
に
よ
b
成
立
す
る
時
は
組
令
長
は
綜
括
し
て
E
S
ε
総
せ
ら
れ
ハ
第
四
傍
第
一
項
〉
糾
組
合
員
各
自
は
組
合
の
代
理
人
た
る
の
地
位
を
有
し
パ
第
五
保
〉
而
も
各
組
合
員
は
業
務
執
行
擦
を
有
し
ハ
第
二
四
保
第
五
競
〉
、
一
組
合
員
が
紐
令
の
商
波
の
下
に
於
て
組
合
業
務
に
属
す
る
行
匁
を
な
し
た
る
時
は
其
行
免
は
組
合
の
た
め
に
殺
カ
を
生
じ
他
の
組
合
員
は
連
帯
し
て
其
責
任
を
負
ム
に
到
る
さ
共
に
一
組
合
員
が
組
合
業
務
執
行
に
つ
き
不
注
行
怨
-bA
』
匁
し
た
る
時
は
他
の
組
合
員
も
又
業
責
任
を
負
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
に
到
る
ハ
第
五
篠
山
以
下
第
一
二
山
除
妻
照
〉
0
印
も
組
合
員
は
組
合
業
務
に
悶
す
る
限
り
代
理
人
な
る
さ
共
に
本
人
で
あ
る
地
位
ぞ
有
す
、
故
に
一
般
代
理
の
原
則
に
従
ひ
て
組
合
員
は
組
合
の
た
め
、
又
全
て
の
組
合
員
の
た
め
に
、
行
ゑ
を
結
局
す
事
ケ
要
す
る
の
で
あ
る。
従
て
多
数
人
間
に
組
合
関
係
の
存
在
す
る
が
た
め
に
は
其
多
数
人
が
各
々
管
業
に
つ
き
直
接
且
主
た
る
利
害
関
係
争
』
有
す
る
事
ヶ
一
安
す
ご
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
会
長
〈
・
目
。
5
2
5
F〉0
英
同
組
合
法
ハ
宮
町
g
o
g
r
f
い
の
片
岡
8
6腕
説
一一五
商
業
さ
経
済
、
，
此
駄
に
於
て
組
合
な
る
関
係
は
共
有
関
係
又
は
利
盆
配
蛍
の
悶
係
さ
性
質
上
区
別
せ
ら
る
〉
所
で
あ
る
。
一
ムハ
4
、
組
合
は
契
約
関
係
な
り
。
組
合
は
法
人
格
を
有
す
る
治
律
上
の
存
在
に
非
・
干
し
て
組
合
員
同
に
於
け
る
契
約
関
係
に
す
ぎ
ぬ
、
故
に
組
合
員
一
人
の
死
己
又
は
股
港
は
性
質
上
組
合
に
柊
局
ケ
輿
ふ
も
の
な
り
さ
一
式
は
ね
ば
な
ら
ぬ
(
町
一
一
一
一
目
吋
H-H同
明
日
日
付
一
日
町
…
…
。
門
)
。
印
ち
組
合
員
の
死
己
又
は
脱
退
は
組
合
解
散
の
事
由
ざ
な
り
其
以
後
に
於
て
は
清
算
事
務
を
開
始
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
で
あ
る
、
然
る
に
組
合
法
に
於
て
は
組
合
員
の
死
己
診
以
て
解
散
事
由
さ
な
す
も
組
合
員
の
除
名
股
退
は
必
宇
し
も
解
散
事
由
さ
は
匁
じ
て
居
ら
ぬ
。
又
新
に
組
合
員
が
加
入
し
た
る
場
合
に
於
て
も
同
様
に
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
新
組
令
員
の
加
入
の
た
め
に
組
合
は
解
散
す
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
さ
し
て
居
る
。
其
理
由
ざ
す
る
所
は
不
明
で
あ
る
が
推
測
?
下
せ
ば
凡
ぞ
次
の
如
き
理
由
に
よ
る
も
の
さ
思
は
れ
る
。
印
占・り、
組
合
員
の
股
退
又
は
除
名
を
以
て
絡
調
に
解
散
の
事
由
さ
な
す
時
は
組
合
員
の
脱
退
又
は
除
名
あ
る
毎
に
常
に
清
算
事
務
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o
m
m
く
す
る
時
は
費
用
を
容
費
し
、
組
合
債
様
者
に
濁
し
て
は
か
へ
っ
て
煩
ら
は
し
く
、
組
合
員
に
取
っ
て
も
決
し
て
利
盆
に
あ
ら
宇
又
残
存
組
合
員
が
倫
同
一
組
織
の
下
に
於
て
同
一
替
業
を
継
続
せ
ん
さ
す
る
意
思
あ
る
時
に
、
其
意
思
を
認
め
清
算
事
務
念
行
は
し
め
子
し
て
業
務
ケ
縫
績
せ
し
む
る
事
は
何
等
の
弊
窓
口
を
伶
は
ざ
る
が
故
に
之
?
解
散
事
由
さ
な
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
又
組
合
に
封
し
τ
国
位
性
を
認
な
る
以
上
ハ
第
四
保
第
一
項
巻
町
間
〉
一
人
の
組
令
員
の
股
退
又
は
除
名
を
以
て
組
合
が
英
国
睦
性
を
夫
ム
も
ω
ご
な
す
の
理
由
は
宅
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
一
人
の
組
合
員
の
股
逃
又
は
除
名
を
円
以
て
組
合
を
解
散
せ
し
な
る
ご
否
さ
は
各
人
の
自
由
で
あ
っ
て
股
港
又
は
除
名
訟
以
て
法
律
が
解
散
事
由
さ
な
さ
ぎ
る
を
理
由
ざ
し
て
組
合
員
の
此
自
由
守
容
ふ
必
要
は
之
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
o
但
し
九
コ
y
ト
ラ
ン
ド
に
於
け
る
組
〈
口
は
法
人
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
共
組
合
員
は
組
合
に
お
す
る
剣
決
に
よ
り
拘
束
さ
れ
、
組
合
の
た
め
に
債
務
の
務
総
仰
を
結
局
し
た
る
時
は
出
資
又
は
ω
E
R
の
割
令
に
応
じ
て
組
令
又
は
他
の
組
合
員
よ
り
求
償
す
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
ハ
同
法
第
四
伐
〉
O
組
合
が
組
合
契
約
に
よ
り
構
成
せ
ら
る
〉
や
組
令
員
は
綜
括
し
て
2・5
ご
綿
せ
ら
れ
其
器
業
は
組
合
の
商
挑
の
下
に
於
て
な
さ
れ
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
責
任
に
つ
い
て
は
各
組
合
員
は
連
帯
し
て
其
責
に
任
性
。
さ
る
ぺ
か
ら
み
γ
、
之
等
の
結
に
就
き
で
は
後
泌
す
べ
し
。
V 
組
合
た
る
が
た
め
に
は
(
1
)
一
入
六
二
年
の
曾
祉
法
其
他
資
本
合
同
舎
一
枇
に
関
す
る
議
舎
の
法
律
に
従
ひ
登
録
さ
れ
た
る
曾
祉
、
(
2
)
他
の
議
舎
の
治
体
に
よ
b
、
又
は
其
法
律
に
従
ひ
て
設
定
さ
れ
、
或
は
人
格
eT
奥
へ
ら
れ
た
る
舎
祉
、
又
は
E
R
E
-戸
付
与
或
は
図
王
の
勅
許
に
よ
b
設
立
さ
れ
或
は
人
格
を
奥
へ
ら
れ
た
る
合
壮
、
(
3
)
鉱
業
法
の
能
回
内
に
於
て
又
は
そ
れ
に
従
ひ
て
鉱
業
佐
佐
む
曾
赴
等
に
於
け
る
赴
員
の
関
係
ど
異
な
る
関
係
守
秘
成
す
る
一
平
ケ
架
す
る
ハ
組
合
法
第
一
保
第
二
項
U
O
英
悩
組
合
法
〈
FHCド
gvF句
人
V
わ
門
桝
目
。
。
U
駅
間
一
一
七
商
業
さ
経
済
一
一
八
組
合
を
構
成
す
る
組
合
員
の
数
は
銀
行
等
に
在
b
て
は
十
名
其
他
の
業
務
に
あ
り
で
は
二
十
名
を
越
ゆ
る
事
を
得
な
い
〈
門
。
3
8
5
(の
ggHEZoロ〉
K
E・
3
0∞
・
第
一
保
有
限
責
任
組
合
法
第
四
控
室
項
参
両
m
v
o
組
合
員
の
数
は
普
通
治
に
於
て
は
制
限
な
き
所
な
り
し
も
曾
祉
法
は
便
宜
上
の
考
よ
り
制
限
を
設
け
た
り
さ
な
さ
れ
る
色
。
口
O
の
r
b一ma-HV・
5
、
合
祉
法
に
定
め
た
る
数
以
上
の
組
合
員
を
有
す
る
組
合
ゐ
4
2
5
a一E
q
冨
手
ロ
2
・ω
Z℃
さ
務
せ
ら
れ
特
別
な
る
規
則
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
而
て
此
積
の
組
合
に
閲
し
て
は
句
。
】
ア
。
の
}
内
氏
口
一
向
。
ω
件。「日出『守口
2
・
会
一
勺
第
一
0
.頁
よ
り
第
一
二
頁
に
於
て
説
明
せ
り
、
故
に
本
文
に
於
て
は
之
を
省
略
す
。
上
述
す
る
所
に
よ
り
組
合
た
る
の
要
件
は
ほ
し
V
明
か
さ
な
り
た
る
事
三
な
る
。
組
合
契
約
に
よ
り
成
立
し
組
合
員
は
銃
に
逃
ぺ
た
る
が
如
く
綜
稀
し
て
明
日
B
ご
務
せ
ら
れ
其
答
業
は
組
合
の
商
競
に
よ
り
て
品
局
さ
れ
問
、
偉
業
よ
り
生
じ
た
る
債
務
に
つ
き
で
は
組
合
員
は
連
帯
し
て
人
的
無
限
の
責
任
を
負
ひ
、
組
合
は
単
純
な
る
契
約
関
係
な
れ
ば
濁
立
の
法
人
格
を
有
せ
歩
従
て
組
合
員
の
出
資
し
た
る
財
産
は
結
局
各
組
合
員
に
属
す
る
も
の
さ
す
、
之
等
の
結
に
於
て
英
法
上
の
組
合
は
猫
商
法
に
於
け
る
口
町
。
伊
5
P
丘
一
円
宮
内
門
さ
同
一
の
治
律
上
の
性
質
含
有
し
、
純
粋
な
る
資
本
園
陸
に
あ
ら
十
し
て
組
合
員
相
互
の
信
頼
さ
所
謂
相
互
の
与
口
一
ご
を
-
i
B
に
よ
b
て
以
て
成
立
す
る
さ
一
宮
ふ
貼
に
於
て
も
組
合
ご
ロ円。。ぬゲロ?の
2
0
E
s
。
日
戸
与
さ
は
経
済
上
の
同
一
性
争
中
旬
し
、
我
商
法
に
於
け
る
合
名
舎
一
肱
さ
は
治
人
格
を
有
せ
ぎ
る
勃
に
於
て
の
み
其
性
質
を
異
に
す
る
。
ー
、
組
合
の
定
義
は
英
米
法
革
者
り
試
み
る
所
多
く
、
之
等
の
種
々
の
定
義
に
闘
し
て
は
問
。
色
白
で
ョ
。
P
E
吉岡宮内同
m
r
f
H・
市
-
Z
L
S円
g
g
に
於
て
一
不
さ
れ
て
居
る
、
就
き
て
見
ら
れ
度
L
Q
的
組
合
が
英
闘
に
が
、
て
法
律
制
度
さ
し
て
認
め
ら
れ
士
ろ
最
初
は
何
?
g己
H
口
第
二
年
法
律
第
二
競
〈
m
g
z
g
正
日
片
品
-
0
3
E〉
な
り
さ
一
宮
ふ
。
2
、
其
他
組
合
に
似
て
非
な
ろ
営
事
者
の
関
係
の
例
岳
示
し
‘
に
列
例
の
主
な
ろ
も
の
は
次
の
如
、
き
も
の
な
り
さ
云
ふ
o
m
E
5
4・〉
E
R
gロ
同
出
口
・
ロ
・
uN串
ア
]
「
03ロ山口問凶〈
-
M
H
P
5
0
5
。
ο・
回
・
ロ
-UNa-
。
uh
〈
・
ロ
W
W
E
E
P
∞
出
・
HA・
の
・
ぬ
ま
・
4
F
J
~
。]
W
2
4・
国
OHm-HUN
可
。
・
ロ
・
念
。
.
同
5
5
V
4・
∞
門
司
閉
山
口
問
ぬ
の
・
ロ
-Z・∞
ω
念"岡、可。ロ
4
・
同
ロ
o
i
g
ω
岡山・
hw
∞
・
白
。
・
巴
00】q
J『・ロユ
4
m
H
U
の
・
ロ
・
主
∞
等
に
し
て
就
中
門
員
〈・回目
n
r
g
g口
事
件
は
最
も
著
名
に
し
て
所
詞
悶
2
E
K
H
2
制
定
の
現
由
ざ
な
り
、
更
に
組
合
法
第
二
候
第
三
項
の
制
定
に
も
影
響
わ
り
士
ろ
も
の
な
り
さ
な
さ
れ
る
ハ
可
。
=
o
n
w
H
H
)
一mm忠
弘
吉
ュ
5
5
r
f
H
句・
3
1匂
・
記
事J
照〉。
3
、
本
規
定
は
貸
附
金
の
剥
息
は
持
部
地
利
益
の
額
に
熔
じ
て
一
支
排
は
る
ぺ
き
旨
の
契
約
或
は
問
。
主
主
ロ
私
鶴
田
業
利
益
よ
り
年
金
に
よ
リ
支
排
お
受
く
ろ
旨
た
明
か
に
示
し
て
譲
渡
し
大
ろ
場
合
の
契
約
に
の
み
活
用
さ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
あ
。
但
し
、
此
規
定
の
士
め
に
貸
主
又
は
加
00円
四
三
]
】
の
賢
主
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
拾
保
健
J
恒
夫
ふ
も
の
で
な
い
(
-
E
8
5日
日
内
0
5
5
0ロ
]
Z
H
市・同小
N
及
其
向
。
。
門
】
M
O
m
c
。
4
、
但
し
mno己
告
白
に
於
て
は
町
一
B
は
法
人
格
た
有
す
〈
後
越
〉
0
5
、
従
て
組
合
は
濁
語
法
に
所
詞
町
一
同
H
U
g
の巾由。]』
morpp
に
属
す
あ
o
組
合
の
成
立
組
合
は
組
合
員
間
に
於
げ
る
組
合
契
約
に
よ
り
て
成
立
す
。
英
国
組
合
法
ハ
町
ね
え
ロ
g
r
f
〉
三
H
8
0〉
概
観
ご
九
商
業
主
経
済
一二
O
而
て
組
合
契
約
の
方
式
に
閲
し
て
は
法
律
は
何
等
之
を
定
な
る
所
な
き
を
以
て
的
組
合
を
構
成
せ
ん
さ
す
る
事
質
合
推
測
し
得
る
皆
事
者
の
行
動
ハ
即
ち
歌
示
の
怠
思
表
示
〉
に
よ
り
、
或
は
口
頭
に
よ
り
、
又
は
書
面
、
又
或
は
捺
印
詮
書
に
よ
b
(
V
H
島
町
向
島
〉
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
o
組
合
契
約
の
性
質
に
つ
き
で
は
今
之
を
詳
論
す
る
事
能
は
ぎ
る
も
、
組
合
其
者
は
組
合
員
間
の
信
頼
を
基
礎
さ
し
て
成
立
し
組
合
員
相
互
の
商
業
技
術
を
合
し
又
其
所
謂
児
三
の
の
を
提
供
し
て
初
め
て
存
立
す
る
も
の
な
る
を
以
て
組
合
契
約
は
一
の
市
O
B
O
E
-
8
D
E♀
(
版
鞠
初
旬
日
九
紘
一
げ
側
均
一
お
)
に
屈
す
ぺ
き
は
明
白
で
あ
る
o
従
て
組
令
契
約
の
内
容
や
』
結
局
す
も
の
は
之
h
T・
相
続
に
よ
り
移
轄
す
る
能
は
宇
又
之
が
強
制
履
行
を
も
匁
す
能
は
ぎ
%
も
の
な
り
2
5
0
5
0
0
E
5
2
Z
名門・司・
ω
o
∞芸照〉。
而
て
組
合
契
約
の
内
容
は
特
定
人
間
に
於
て
或
共
通
の
目
的
の
た
め
に
図
絵
し
共
目
的
を
達
せ
ん
ご
す
る
事
で
あ
っ
て
契
約
の
蛍
事
者
は
契
約
成
立
営
初
の
営
時
者
な
る
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
従
て
組
令
員
は
他
の
会
て
の
組
令
員
の
同
意
を
符
る
に
非
れ
ば
自
己
の
持
分
を
他
人
じ
譲
渡
し
其
者
守
し
て
組
合
員
た
ら
し
む
る
事
能
は
ぎ
る
を
本
則
ざ
す
る
の
で
あ
る
ハ
後
想
。
組
合
契
約
も
他
の
契
約
ご
何
等
異
る
所
な
き
を
以
て
組
合
法
に
抵
鰯
せ
ざ
る
限
り
は
普
通
法
上
の
契
約
理
論
の
通
用
あ
る
は
蛍
然
ざ
す
る
。
故
に
詐
欺
俊
A
T
の
遁
用
も
叉
之
を
受
く
ぺ
〈
向
、
印
ち
詐
欺
保
A
T
第
四
僚
に
於
て
は
(
1
)
組
合
が
一
ク
年
以
上
存
続
す
る
場
合
、
又
は
契
約
に
於
て
一
ヶ
年
以
上
の
期
間
を
定
め
た
る
時
，
(
2
)
契
約
成
立
後
一
ヶ
年
以
内
に
組
令
が
其
事
業
ケ
開
始
せ
ぎ
る
場
合
に
於
て
は
組
合
契
約
は
書
面
に
よ
b
て
之
を
匁
す
に
非
ざ
れ
ば
詐
欺
の
抗
賠
を
排
除
す
る
に
足
る
詮
披
カ
を
有
せ
ぎ
る
も
の
さ
定
む
。
其
他
組
合
契
約
の
蛍
事
者
は
全
て
契
約
能
力
ゐ
る
事
を
姿
し
、
未
成
年
者
は
原
則
ざ
し
て
組
合
員
た
る
事
能
は
争
、
而
て
も
し
未
成
年
者
が
組
合
員
ご
な
り
た
る
時
は
其
未
成
年
者
は
未
成
年
者
た
り
し
問
に
生
じ
た
る
管
業
上
の
利
盆
に
つ
き
て
は
権
利
を
有
す
る
も
、
生
じ
た
る
負
擦
に
つ
き
で
は
責
任
を
負
ふ
事
堂
要
せ
、
ざ
る
現
に
し
て
、
又
其
未
成
年
者
が
成
年
に
達
し
た
る
時
に
於
て
組
合
を
退
か
、
ざ
る
場
令
に
於
て
は
其
成
年
じ
達
し
た
る
時
よ
り
生
じ
た
る
組
合
債
務
に
つ
き
で
は
責
任
を
負
は
ぎ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
蛍
然
σあ
る
o
其
他
外
園
人
は
英
図
々
籍
を
有
す
る
船
舶
を
所
有
す
る
組
合
に
は
組
令
員
ざ
し
て
加
入
す
る
事
能
は
ゴ
る
も
其
他
の
組
合
仁
つ
き
で
は
加
入
す
る
事
?
符
ぺ
く
、
‘
一
安
も
又
冨
日
円
一
色
者
o
g
g
d
句円。匂
q
q
〉
2
5
∞N
に
よ
り
組
合
員
た
る
の
法
律
上
の
資
格
を
奥
へ
ら
れ
、
死
巳
組
合
員
の
泣
一
一
一
一
口
執
行
者
又
は
財
産
管
理
人
は
組
合
契
約
に
於
て
定
め
あ
る
場
合
に
限
り
組
令
員
ご
し
て
の
取
扱
を
受
く
る
手
γ
得
る
の
で
あ
る
宕
日
ド
戸
時
討
同
訪
れ
.L4・h
u
d
L
。
而
て
組
合
契
約
に
よ
り
組
合
が
成
立
す
る
時
は
勿
論
意
思
表
示
の
合
致
し
た
る
時
に
し
て
其
時
典
に
関
す
る
問
題
は
一
般
契
約
理
論
に
よ
り
之
を
決
す
べ
き
で
あ
る
。
組
人
口
契
約
は
上
逃
の
如
く
組
合
設
立
?
目
的
ざ
す
る
蛍
事
問
に
於
て
匁
き
る
、
契
約
な
る
や
-
以
て
組
合
の
成
立
ご
同
時
に
契
約
の
品
川
田
卒
者
は
会
て
組
合
員
さ
な
る
べ
く
、
組
合
の
存
続
期
間
の
定
め
あ
る
時
は
其
期
間
中
葉
英
図
組
合
法
ハ
E
5
5
H
M
E匂
〉
丘
同
∞
。
。
〉
概
説
商
業
主
経
涛
一
一
一一
定
な
き
時
は
多
く
は
組
合
の
解
散
迄
他
の
組
合
員
ご
其
運
命
を
共
じ
す
べ
き
事
を
要
す
。
組
合
は
斯
く
の
如
く
組
合
員
問
の
明
示
の
意
思
表
示
の
合
致
に
よ
り
成
立
す
る
を
、
通
常
さ
な
す
も
、
又
自
己
の
氏
名
を
組
λ
(
口
が
使
用
す
る
を
欺
認
し
、
又
は
明
か
に
承
認
し
た
る
場
合
に
於
て
も
成
立
す
。
而
て
前
の
場
令
を
R
2
3宮
市
R
5
3
r
f
後
の
場
合
を
5
5一g
一
3
2
D
O「
各
一
切
さ
務
し
、
ロ
。
ロ
M
一5
-
3吋門
戸
川
3
r
e
に
於
け
る
組
合
口
貝
を
出
。
一
色
ロ
m'oc門
司
R
g
q
ご
一
式
ひ
他
の
組
合
員
ご
同
一
の
責
任
を
負
ふ
を
原
則
ざ
す
〈
H
E
2
5
5
u
g
E
g
g
r
J
4
℃
-
H
。
。
〉
叉
組
合
員
た
る
が
た
め
に
は
必
ら
干
し
も
其
氏
名
を
組
合
契
約
に
掲
ぐ
る
必
要
な
く
、
斯
〈
の
如
き
組
令
員
を
医
名
組
合
員
ロ
05ω
三
宮
司
E
q
さ
移
し
、
匿
名
組
合
員
は
其
匿
名
な
る
を
理
由
ざ
し
て
組
令
債
務
其
他
の
責
任
に
つ
き
之
ケ
回
避
す
る
事
能
は
宇
し
て
、
問
問
名
の
組
合
員
さ
同
一
の
権
利
義
務
子
負
ふ
ぺ
き
も
の
ご
す
J
，V
6
、
吋
。
ロ
8
r
H
H
)一
唱
え
市
・
同
∞
+
に
於
て
組
合
契
約
り
方
式
在
掲
げ
て
居
5
0
7
、
但
し
組
合
財
産
が
土
地
所
有
擢
其
他
土
地
に
闘
す
る
財
産
擢
よ
り
構
成
ぜ
ら
ろ
そ
時
は
詐
欺
保
令
第
四
係
は
組
合
に
活
用
な
き
も
の
さ
す
ハ
z
r
r。]
国
4
・
。
ロ
ユ
一
市
岡
田
S
o
o
-
U
N
G
r
t可
〉
Q
三
、
組
合
員
の
釣
外
関
係
組
合
員
は
組
合
が
設
立
せ
ら
る
〉
ぜ
同
時
に
組
合
の
目
的
ざ
す
る
替
業
に
つ
き
で
は
組
合
の
代
理
人
た
る
さ
同
時
じ
他
の
組
合
員
に
諒
す
る
代
理
人
で
あ
る
。
印
ち
組
合
員
は
組
合
契
約
に
於
け
る
定
め
如
何
に
拘
ら
子
組
合
偉
業
の
範
国
内
に
於
て
は
常
に
外
部
第
三
者
に
謝
し
て
は
組
合
の
代
理
人
た
る
の
地
位
を
有
す
る
の
で
あ
る
向
。
従
て
組
合
員
が
肖
己
の
属
す
る
組
合
の
目
的
ざ
す
る
偉
業
の
た
め
に
す
る
行
須
佐
組
合
員
た
ら
ぼ
通
常
錯
す
ぺ
き
状
態
に
於
て
怨
し
た
る
時
は
他
の
組
合
員
及
組
合
其
者
は
其
行
ゑ
に
よ
り
法
律
上
の
拘
束
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
其
組
合
員
が
其
行
局
ケ
魚
す
に
つ
き
寅
際
権
限
を
有
せ
子
又
は
行
震
の
相
手
方
が
其
者
が
権
限
を
有
せ
ざ
る
一
事
を
知
ム
リ
又
は
其
者
が
組
合
員
な
る
事
を
知
ら
十
又
は
信
壱
ぎ
h
し
時
は
組
合
及
他
の
組
合
員
は
何
等
の
責
任
を
負
ふ
事
な
〈
ハ
第
五
捺
〉
行
活
者
た
る
組
合
員
個
人
の
責
任
さ
な
る
。
印
も
一
般
に
一
去
へ
ば
組
合
員
は
組
合
契
約
に
於
て
定
な
き
限
り
組
令
の
業
務
に
つ
き
で
は
組
合
及
他
の
組
合
員
の
代
理
人
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
所
に
組
合
員
の
如
何
な
る
行
結
局
が
組
合
を
拘
束
べ
き
か
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
組
合
ロ
貝
の
代
理
権
限
に
属
す
る
行
潟
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
の
問
題
を
生
子
る
o
而
し
て
此
問
題
に
関
す
る
英
米
法
的
学
者
の
立
見
は
明
確
で
は
な
い
が
要
す
る
に
組
合
の
目
的
ご
す
る
替
業
の
性
質
を
観
、
各
場
合
に
於
て
之
を
決
す
ぺ
し
ご
な
す
ゃ
う
で
あ
る
向
ハ
例
へ
ば
日
出
口
。
nr
氏口一
m
g
円
・
苛
-
な
の
却
し
〉
O
組
合
は
一
冗
来
組
合
員
問
に
於
て
利
盆
ぞ
得
る
目
的
の
下
に
於
て
共
同
後
業
を
忽
さ
ん
が
た
め
に
構
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
故
に
組
合
は
其
目
的
に
就
て
の
み
存
在
す
る
事
を
要
す
ぺ
〈
、
従
っ
て
組
合
の
事
業
は
組
合
存
絞
の
要
素
な
る
事
は
一
一
一
口
令
侯
た
十
し
て
明
白
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
組
合
員
の
権
限
も
自
ら
其
鋒
業
の
範
囲
に
制
限
さ
る
ぺ
く
、
偉
業
の
範
囲
外
に
於
け
る
行
動
は
組
令
英
図
組
合
法
ハ
ロ
ユ
ロ
ロ
訪
日
岡
山
句
〉
丘
同
3
0〉
概
説
-a 
一一一
商
業
さ
経
沼
一
二
四
員
の
資
格
に
於
て
な
す
も
組
合
及
他
の
組
合
員
を
拘
束
す
る
事
な
し
ハ
同
法
第
七
係
委
照
〉
。
而
て
組
合
の
佐
官
業
の
範
固
さ
は
組
合
の
直
接
に
目
的
ご
す
る
事
業
は
勿
論
、
主
(
事
業
を
増
進
せ
し
む
る
じ
足
る
性
質
ゐ
パ
右
す
る
行
結
局
は
会
て
之
を
包
合
す
る
も
の
ご
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
郎
も
或
行
結
局
に
謝
し
組
合
員
が
権
限
を
有
す
る
や
否
や
は
各
場
合
が
先
づ
組
合
の
直
接
の
事
業
の
穏
類
に
属
す
べ
き
や
否
や
、
次
に
は
其
場
合
が
組
令
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
る
も
の
な
り
や
否
ゃ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
上
越
の
如
〈
一
人
又
は
数
人
の
粗
A
官
民
が
組
合
の
替
業
部
類
に
属
す
る
行
結
局
を
組
合
の
た
め
に
利
均
し
た
る
時
は
組
合
及
他
の
組
令
口
貝
は
其
行
局
局
に
よ
り
拘
束
ぞ
受
く
。
従
っ
て
其
相
手
方
も
又
蛍
然
拘
束
を
受
〈
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
第
三
者
た
る
相
手
方
は
蛍
然
法
律
上
の
保
護
子
受
く
る
事
ケ
要
す
。
故
に
組
令
漆
第
六
伐
は
組
合
の
替
業
に
闘
し
、
組
合
の
名
に
於
て
其
他
組
合
を
拘
束
す
る
意
思
に
於
て
A
局
さ
れ
た
る
法
律
行
免
又
は
読
券
行
谷
川
は
行
ゑ
者
が
組
合
員
な
る
さ
、
権
限
あ
る
他
の
者
な
る
さ
を
向
は
や
組
令
及
他
の
粗
令
口
貝
ケ
拘
束
す
る
も
の
さ
定
む
d
組
合
は
組
合
員
間
の
契
約
に
よ
り
成
立
す
る
も
の
に
し
て
組
合
法
に
遣
反
せ
ゴ
る
限
り
組
合
員
は
相
互
に
其
権
限
に
調
し
制
限
を
加
ふ
る
事
を
得
る
は
勿
論
で
あ
る
o
而
て
此
場
合
に
於
て
組
令
員
が
定
め
ら
れ
た
る
権
限
外
の
行
結
局
を
ゑ
し
た
る
時
は
組
合
及
他
の
組
合
員
は
責
任
を
負
ふ
の
必
要
な
さ
は
明
白
な
る
事
買
で
あ
る
。
然
る
じ
組
合
契
約
の
内
容
又
は
組
合
員
権
限
の
制
限
に
つ
き
で
は
何
等
の
一
公
示
方
法
を
法
律
が
定
め
、
ざ
る
が
放
に
、
又
契
約
其
物
は
原
則
ぎ
し
て
第
三
者
に
殺
呆
を
及
ぼ
す
も
の
に
非
ざ
る
が
故
に
、
組
合
員
の
様
限
が
呆
し
て
制
限
さ
れ
居
る
や
否
や
、
換
言
す
れ
ば
共
行
免
に
つ
き
で
は
組
合
員
は
権
限
ケ
有
す
る
や
、
も
し
有
す
ぎ
す
れ
ば
如
何
な
る
範
囲
ま
で
有
す
る
や
は
第
三
者
た
る
行
結
局
の
相
手
方
に
劃
し
て
は
知
れ
ぎ
る
べ
く
、
又
相
手
方
は
自
ら
進
ん
で
之
を
審
査
す
る
の
義
務
な
き
は
自
明
の
理
な
り
。
然
る
に
拘
ら
令
権
限
を
有
せ
ぎ
る
組
合
員
の
行
結
局
は
組
合
及
他
の
組
合
員
に
調
し
殺
力
を
生
せ
や
ご
な
す
時
は
相
手
方
は
不
測
の
損
害
を
蒙
る
ぺ
し
。
故
に
組
合
法
は
善
意
の
第
三
者
た
る
相
手
方
ぞ
保
護
せ
ん
が
た
め
に
、
定
め
ら
れ
た
る
権
限
内
の
行
震
を
組
合
員
が
な
し
た
る
時
は
相
手
方
が
権
限
の
制
限
に
つ
き
之
を
'
知
れ
る
場
合
に
の
み
於
て
其
行
谷
川
は
組
合
を
拘
束
す
る
事
な
し
さ
定
め
へ
同
法
第
九
伐
〉
又
明
示
又
は
黙
示
の
方
法
に
よ
り
組
合
員
た
る
旨
ケ
示
し
又
は
組
合
員
ご
し
て
取
扱
は
れ
つ
、
あ
る
事
を
知
り
な
が
ら
備
事
買
を
告
げ
十
組
合
員
三
し
て
取
扱
は
れ
た
る
者
は
如
何
な
る
場
令
に
於
て
も
凸
U
組
合
員
ご
し
て
の
責
任
を
負
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
旨
を
定
h
u
日
、
円
同
法
第
一
四
続
第
一
項
)
O
上
述
す
る
所
伝
要
約
す
れ
ば
凡
そ
次
の
如
く
な
る
。
ー
、
各
組
合
員
は
他
の
組
合
員
が
其
代
理
人
ざ
し
又
は
葉
授
穫
に
基
き
で
な
し
た
る
行
結
局
に
謝
し
て
責
任
を
負
ふ
事
を
要
し
又
各
組
令
口
貝
は
授
様
せ
ぎ
り
し
事
項
に
つ
き
て
も
(
1
)
後
に
到
り
て
追
認
な
錯
し
(
2
)
受
椛
あ
り
た
る
事
買
に
謝
す
る
抗
鮮
を
禁
止
さ
れ
た
る
時
は
又
他
の
組
令
員
の
行
忽
に
つ
き
責
任
な
負
ふ
事
を
要
す
。
但
し
組
合
員
が
詮
書
中
に
於
て
明
か
に
授
秘
さ
れ
又
は
組
合
員
が
他
の
組
令
口
只
の
授
櫨
に
よ
b
英
国
組
合
法
ハ
F
H
E
g
r
f
〉
の
片
岡
∞
ゆ
る
概
説
一
二
五
商
業
さ
経
涛
一一一六
且
同
時
に
其
等
の
者
に
一
不
め
し
て
捺
印
詮
書
上
の
権
利
を
行
ひ
義
務
を
負
ふ
行
匁
を
な
す
に
非
ぎ
れ
ば
他
の
組
合
員
は
拘
束
さ
れ
る
事
な
〈
ハ
出
口
:-Fロ
ω
〈
2
4
ハロ岳山口口
o
q
H
立。
1
5
3〉
、
怨
替
手
形
に
組
合
名
を
署
名
し
た
時
は
記
名
者
が
穣
限
を
有
す
る
限
り
会
組
令
口
貝
は
責
任
を
負
ふ
〈
出
口
町
。
向
。
H
n
}
岡山口閃日〉円二∞∞♂∞・
2
〉
2
、
各
組
合
員
は
組
合
の
替
業
に
閲
し
て
結
局
さ
れ
た
る
行
篤
に
つ
き
責
任
を
負
ふ
事
を
要
す
〈
ロ
察
2
8
ロ〈・
〈
prq-
古田・
m
w
c
-
z
o
泊
B
n
C
M
〈・
E
o
r
s
gロ
忌
日
〉
0
3
、
組
合
が
貫
際
存
在
せ
宇
又
消
滅
し
た
る
に
拘
ら
宇
品
川
組
合
員
ぜ
し
て
振
舞
ひ
又
は
他
人
が
組
合
員
た
り
ど
信
宇
る
を
主
〈
位
認
め
た
る
場
合
に
於
て
は
善
意
の
相
手
方
に
濁
し
て
は
自
己
の
組
合
員
じ
非
ぎ
る
事
質
を
抗
辞
ざ
し
て
提
出
す
る
事
を
得
ぎ
る
に
至
る
o
上
越
の
如
〈
組
令
ロ
貝
は
他
の
組
令
口
貝
の
代
理
人
‘
と
し
て
組
合
の
業
務
に
関
し
行
動
を
怨
す
事
を
得
る
含
以
て
組
合
業
務
の
執
行
に
付
き
組
合
員
の
ゑ
し
た
る
意
思
表
示
又
は
怨
さ
れ
た
る
意
思
表
示
の
受
領
は
組
令
子
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
2
P
5
4
-
E
E
E
N
国
待
〉
5
・
5
民
百
円
o
k
f
2
N
n
C
M
ω
ロ
ヨ
又
常
に
組
合
業
務
を
執
行
す
る
組
合
員
に
濁
し
て
匁
し
た
る
、
通
知
は
其
組
合
員
し
詐
欺
行
危
な
く
又
相
手
方
さ
共
謀
し
て
詐
欺
を
結
局
さ
ぎ
り
し
場
合
に
限
り
組
合
に
謝
す
る
、
通
知
芯
し
て
の
始
以
カ
を
生
宇
る
も
の
さ
す
〈
同
法
第
二
ハ
号
。
組
合
は
本
来
組
合
員
問
の
信
任
関
係
に
其
基
礎
&
置
く
を
以
て
一
人
の
組
合
員
の
股
退
に
よ
り
組
令
は
解
消
す
ぺ
〈
、
又
新
組
合
員
の
加
入
は
其
基
礎
に
お
し
で
愛
勤
含
奥
へ
従
て
奮
組
合
は
解
消
し
新
組
合
ご
し
て
存
続
を
始
む
る
の
理
な
り
。
然
れ
ザ
」
も
山
町
田
事
者
間
に
於
て
組
合
員
の
脱
退
に
よ
り
答
組
令
の
事
業
を
遂
行
す
る
の
立
思
あ
り
、
又
は
新
ら
た
に
組
令
ロ
貝
を
加
入
せ
し
な
る
意
思
あ
れ
ば
何
等
こ
れ
を
狂
む
理
由
な
し
。
散
じ
組
令
法
に
於
て
は
組
合
員
の
股
迭
は
(
勿
論
残
存
組
合
員
は
二
人
又
は
二
人
以
上
あ
る
事
密
裏
す
)
必
や
し
も
組
令
解
消
の
事
由
ご
な
さ
十
又
新
組
合
員
の
加
入
も
又
組
合
の
解
散
事
由
ご
な
ら
玄
る
も
の
さ
す
〈
組
合
法
第
三
二
除
以
下
に
於
て
は
程
々
の
解
散
事
白
鳥
規
定
す
ろ
も
上
越
の
場
合
-
に
就
て
は
何
等
の
規
定
な
し
〉
。
然
ら
ば
組
合
員
股
法
以
前
の
組
合
債
権
者
さ
其
脱
退
組
合
員
脱
退
後
の
組
合
債
権
者
三
其
組
合
員
の
関
係
、
及
加
入
の
組
合
員
さ
加
入
前
の
債
権
者
さ
の
関
係
、
終
来
の
組
A
W
債
権
者
さ
新
加
入
の
組
A
官
民
さ
の
悶
係
如
何
の
問
題
を
生
?
。
而
て
第
一
の
場
合
に
於
て
は
組
合
員
の
脱
退
後
の
組
合
は
替
組
合
さ
は
本
質
的
に
異
る
も
の
な
る
事
は
、
組
合
治
第
一
一
僚
が
宮
ユ
5
2
E
H
)
2
5
0
円。一色
c
p
J〈
t
r
F
E
σ
ω
一
告
げ
0
7
2
8
句
0
2
0ロ
ω
:
:
:
ぜ
規
定
す
る
所
よ
り
之
を
明
白
に
知
る
事
を
得
る
が
故
に
脱
退
に
よ
り
組
合
ご
は
全
然
関
係
な
き
事
さ
な
る
も
、
脱
退
治
則
に
於
て
生
じ
た
る
組
合
債
務
に
つ
き
で
は
組
合
員
ざ
し
て
責
任
を
負
は
玄
る
ぺ
か
ら
十
(
同
法
第
一
七
捺
第
二
項
〉
O
然
れ
ぎ
も
此
場
合
に
於
て
も
其
組
令
員
、
残
留
す
ぺ
き
組
A
E貝
及
び
組
令
債
権
者
の
一
ニ
者
の
問
に
於
け
る
脱
退
組
合
員
の
責
任
ケ
兎
や
J
ぺ
き
意
思
の
合
致
あ
り
た
る
時
又
は
組
合
債
権
者
が
組
合
さ
な
す
取
引
の
戒
態
に
よ
b
此
意
思
を
推
定
し
得
る
場
合
に
於
て
は
更
改
に
よ
り
股
港
組
合
員
は
其
責
任
を
兎
る
〉
事
を
得
る
も
の
で
あ
る
(
同
法
同
仲
間
第
三
項
〉
。
而
て
如
何
な
る
場
令
に
於
て
組
合
債
権
者
が
組
合
ご
な
す
取
引
の
欣
態
が
債
務
の
更
改
を
推
測
せ
し
む
る
に
足
る
英
図
組
合
法
G
g
z
g
r
e
〉
a
H
S
c
u概
説
一
ニ
七
商
業
さ
経
済
一
二
八
や
は
、
(
1
)
新
組
合
が
答
組
合
さ
同
一
の
戒
態
に
於
て
管
業
争
結
局
す
や
否
や
、
(
2
)
新
組
合
さ
杏
組
令
ご
の
債
務
及
清
算
財
産
が
区
別
せ
ら
れ
居
ら
ゴ
る
や
否
や
、
(
3
)
組
合
債
権
者
が
組
合
に
閲
す
る
縫
化
が
あ
り
た
る
事
会
知
り
で
な
ほ
新
組
合
訟
法
臼
組
合
さ
同
一
に
取
扱
ひ
し
ゃ
否
や
、
の
三
黙
を
翻
て
決
す
る
事
を
要
す
る
も
の
ご
す
。
而
て
股
退
後
に
於
て
生
じ
た
る
組
合
債
務
に
つ
き
で
は
脱
退
組
合
員
は
其
責
に
任
宇
る
の
理
由
な
き
は
明
白
な
る
車
買
な
り
、
但
し
此
場
合
に
於
て
股
畑
地
組
合
員
は
股
退
後
遅
滞
な
く
其
旨
子
知
れ
た
る
債
椛
者
に
通
知
す
る
事
を
要
し
何
又
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
組
合
の
主
た
る
事
務
所
の
あ
る
時
は
F
O
E
S
の
P
N
0
2
に、
ス
コ
ッ
ト
ヌ
y
ド
に
於
て
は
何
色
与
三
m
H
H
の
誌
の
円
円
。
に
、
ア
イ
Y
-フ
y
ド
に
於
て
は
り
ロ
E
E
の
足
立
円
。
に
、
股
迭
の
一
公
告
を
掲
ぐ
る
事
を
一
要
し
(
同
法
第
三
大
係
第
二
項
〉
此
規
定
の
手
績
を
踏
ま
ゴ
る
場
合
に
於
て
は
其
組
合
員
は
所
謂
ro]仏
。ロ門
さ
れ
た
る
も
の
ぜ
し
て
組
〈
巳
目
一
ご
し
て
の
責
任
争
免
れ
、
ざ
る
も
の
ど
す
ハ
同
法
同
保
第
一
項
一
塁
照
〉
。
而
て
此
場
合
に
於
て
は
組
合
債
権
者
は
新
組
合
及
否
組
合
の
何
れ
か
一
を
撲
探
し
て
其
権
利
を
行
ふ
事
を
要
す
る
も
の
ご
さ
れ
て
居
る
ハ
F
2
ご・
5
る一
5
4
k
p
・の
2
3
0
第
二
の
場
合
に
於
て
も
新
組
合
員
の
加
入
前
の
組
合
さ
其
後
の
組
合
さ
は
異
な
る
場
合
な
る
を
以
て
新
加
入
の
組
合
員
は
加
入
前
に
生
じ
た
る
組
合
債
務
に
つ
き
で
は
責
任
を
負
ふ
の
理
由
な
し
、
加
入
後
の
債
務
に
つ
き
責
任
を
負
ふ
を
以
て
足
る
o
但
し
加
入
前
の
債
務
に
つ
き
で
は
其
債
務
が
加
入
後
も
縫
縮
刷
し
て
履
行
さ
れ
つ
冶
あ
る
が
如
き
場
合
(
例
へ
ば
或
物
の
口
叩
縫
績
給
付
を
目
的
ご
す
る
契
約
の
如
し
)
に
於
て
は
英
貴
争
兎
る
、
事
な
き
も
の
ご
す
ハ
E
Z
T
ロmmmJ・
3
0
而
て
答
組
合
員
さ
新
組
合
員
さ
が
既
存
債
務
に
つ
き
新
組
合
員
も
叉
其
資
に
往
十
ペ
き
旨
を
約
す
る
も
其
約
束
は
組
合
債
権
者
に
お
し
何
等
の
権
利
を
奥
ふ
る
も
の
に
非
ら
，
さ
る
も
の
三
せ
ら
れ
て
居
る
ハ
旬
。
口
o島
己
目
的
g
p
旬・忌
U
。
上
に
述
ぺ
た
る
が
如
〈
組
合
員
は
外
部
に
濁
し
て
は
常
に
組
合
の
代
理
人
ご
し
て
立
ち
、
且
他
の
組
合
員
の
な
し
た
る
行
匁
に
つ
き
で
は
無
限
の
責
任
を
負
ふ
も
の
な
る
が
、
組
合
員
が
業
務
執
行
ど
し
て
な
す
行
怨
は
必
ら
子
し
も
通
法
行
怨
の
み
な
ら
や
J
し
て
業
務
執
行
に
つ
き
不
法
行
ゑ
舎
及
す
事
な
し
ご
せ
争
。
而
て
此
場
合
に
於
て
も
組
合
員
は
組
合
ε共
に
其
責
に
任
や
る
も
の
を
さ
れ
て
居
る
ハ
組
A
長
第
一
O
保
第
二
一
傍
〉
。
以
下
組
合
員
の
有
す
る
責
任
の
性
質
に
つ
き
て
筒
草
な
る
説
明
を
A
A
3
ん
εす
る
。
契
約
に
因
b
生
宇
る
責
任
、
F
Z
-
S
誌
の
O
ロ
R
R
E
各
組
合
員
は
自
己
が
組
令
員
た
り
し
問
に
生
じ
た
る
組
合
債
務
に
つ
き
で
は
一
連
帯
し
て
其
責
任
を
負
ふ
も
の
ご
す
る
。
父
組
合
員
の
死
後
に
於
て
も
債
務
の
緋
済
な
き
範
囲
内
に
於
て
は
其
範
閣
内
に
於
て
遺
産
は
組
合
債
権
¢
満
足
に
供
せ
ら
る
〉
も
の
で
あ
る
〈
同
法
第
九
傍
〉
O
斯
〈
の
如
く
組
合
員
は
組
合
債
務
に
つ
き
漣
帯
債
務
者
さ
し
て
立
つ
の
結
果
a
、
組
令
債
務
に
関
す
る
訴
訟
に
於
て
特
定
の
組
合
員
が
一
被
告
ご
な
り
た
る
場
令
に
於
で
は
其
組
合
員
は
他
の
組
合
員
を
共
同
被
告
の
oム
o
p
E
S門
ご
銭
す
べ
き
事
を
求
な
る
格
利
を
有
し
、
も
し
此
権
利
を
行
使
せ
宇
し
英
国
組
合
法
ハ
忠
弘
H
M
g
E
匂
〉
立
回
∞
。
。
〉
概
説
一
二
九
腐
、
業
主
経
法
一
三
O
て
、
剣
決
が
其
組
合
員
の
名
に
よ
り
て
下
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
業
以
後
に
於
け
る
訴
訟
ι
っ
き
其
者
が
被
告
さ
な
る
事
を
担
む
事
能
は
ゴ
る
に
至
h
J
(
問
。
ロ
注
工
-
回
目
g
口門
O
ロ〈同∞芯〉十〉・の・
M
O
串・ふ∞
ζ
・。・司・可
O
M
〉
又
組
令
員
の
会
部
又
は
一
部
を
共
同
被
告
さ
し
て
訴
訟
提
起
し
た
る
原
告
が
其
内
の
一
人
に
濁
し
て
下
さ
れ
た
る
剣
決
を
承
諾
し
た
る
時
は
以
後
其
原
告
は
他
の
組
合
員
に
謝
す
る
訴
訟
を
遂
行
す
る
事
を
得
、
ざ
る
事
さ
な
る
。
蓋
し
債
務
は
連
帯
な
る
を
以
て
訴
訟
原
因
は
一
個
な
る
が
故
な
b
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
組
合
債
権
者
は
組
令
員
に
調
し
同
時
若
く
ば
其
内
の
一
人
又
は
数
人
を
撰
探
し
て
訴
含
提
起
す
る
事
を
得
ぺ
〈
、
其
訴
の
提
起
に
よ
り
て
他
の
組
合
員
は
業
責
任
を
免
る
〉
も
の
な
り
さ
一
疋
ふ
事
が
出
来
る
。
然
し
な
が
ら
一
人
の
組
合
員
の
怨
替
手
形
、
約
束
手
形
又
は
小
切
手
が
連
帯
債
務
ハ
組
合
債
務
〉
の
支
抑
(
但
し
係
件
附
文
拐
に
す
い
ず
ナ
〉
の
怨
め
に
振
出
さ
わ
い
た
る
も
其
詮
券
が
支
抑
の
拒
絶
ケ
結
局
さ
れ
た
る
時
に
於
て
は
他
の
組
合
員
は
其
責
任
子
免
る
〉
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
ハ
ロ
B
Z
ぐ
-
5・
の
E-
ハ同∞
ou
〉
ω
開
山
田
仲
・
さ
当
。
四
四
官
呂
田
。
:
・
出
S
E
C
S
U
)
同
ο・出・同
O
∞〉
〈同ロ向。
H
B
P
ロ2
8
5
5
。ロ】
P
4
4
匂・岡。品・〉。
b
、
普
通
法
に
於
て
は
連
帯
債
務
者
の
一
人
が
死
己
し
た
る
時
は
会
債
務
は
他
の
生
存
せ
る
債
務
者
に
よ
っ
て
負
携
さ
る
〉
事
に
な
っ
て
居
る
。
之
に
反
し
衡
平
治
に
於
て
は
死
己
組
合
員
の
泣
産
管
理
に
つ
き
で
は
死
己
組
合
員
の
財
産
は
英
国
有
の
債
務
の
弊
済
の
後
残
徐
あ
る
時
は
倫
其
死
巳
組
合
員
は
実
に
よ
り
粗
令
債
格
者
に
謝
し
て
責
任
を
有
す
ぺ
〈
分
離
せ
ら
れ
た
(
即
ち
特
別
の
)
財
産
ざ
し
て
取
扱
は
れ
る
。
従
て
組
令
口
貝
の
死
己
に
よ
り
組
令
が
解
消
し
穴
る
時
は
組
合
員
の
債
務
は
連
帯
の
性
質
を
失
ひ
、
個
別
的
な
濁
立
し
た
る
債
務
の
如
〈
取
扱
は
る
、
益
事
に
な
る
の
で
あ
る
o
故
に
組
令
債
権
者
は
生
存
せ
る
組
合
員
及
死
己
組
合
員
の
財
産
に
謝
し
共
同
の
救
済
ケ
求
め
得
る
さ
共
に
此
雨
者
の
何
れ
か
一
?
選
揮
し
て
救
済
伝
求
む
る
事
な
得
ハ
此
相
場
合
に
於
て
組
合
債
搭
者
は
前
者
奇
持
ぷ
事
に
よ
リ
後
者
に
到
す
る
訴
樫
た
失
ふ
も
の
で
な
い
U
o
然
し
な
が
ら
組
合
債
権
者
が
死
己
組
令
員
の
財
産
に
謝
し
救
済
を
求
め
た
る
場
合
に
於
て
は
死
己
組
合
員
の
固
有
の
債
務
弊
済
の
後
に
非
ら
e
さ
れ
ば
其
救
済
を
奥
へ
ら
る
〉
事
な
く
、
此
場
合
に
於
て
は
生
存
せ
る
組
合
員
は
自
己
の
組
令
債
務
に
劃
す
る
責
任
の
範
囲
も
同
時
に
確
定
せ
ら
る
べ
き
事
を
求
な
る
た
め
じ
訴
訟
に
加
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
2
5
5此
g
p
唱
の
・
ロ
-g-g〉
。
而
て
斯
く
の
却
さ
衡
平
法
の
理
論
は
組
合
治
第
九
僚
後
段
に
掲
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
(
ヨ
5
2
E
官
宮
古
2
0問
問
古
宮
町
匂
・
ミ
N
〉O
1 
私
法
上
の
不
法
行
匁
に
基
〈
責
任
、
]
一
伊
豆
一
守
O
M
門目。
-rs
阪
に
逃
ぺ
た
る
が
如
く
組
合
が
成
立
す
る
ご
同
時
に
組
合
員
は
外
部
に
濁
し
て
は
相
互
に
代
理
人
さ
本
人
さ
の
関
係
に
立
ち
、
更
に
組
合
に
謝
し
て
も
代
理
人
ざ
し
て
の
資
格
を
得
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
而
て
此
関
係
は
組
合
員
が
組
合
業
務
念
行
ふ
に
付
き
て
免
し
た
る
不
治
行
忽
の
場
合
に
於
て
も
認
め
ら
る
、
の
で
あ
る
a
故
に
組
合
注
第
一
O
僚
及
第
一
二
僚
に
於
て
は
組
合
の
不
法
行
結
局
に
劃
し
て
は
他
の
組
合
員
及
組
合
は
迩
帯
し
て
且
又
各
別
に
責
任
合
負
ふ
ぺ
き
も
の
ご
定
め
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
組
合
員
の
結
局
し
た
る
不
法
行
免
に
つ
き
組
合
及
他
の
組
合
員
が
其
責
任
を
負
ふ
に
至
る
場
合
は
英
図
組
合
法
h
p
H
E
g
r
f
h
f肝
H
8
3概
説
一一
一
商
業
主
短
詩
一一
一
(
1
)
業
組
合
員
が
其
不
法
行
結
局
に
つ
き
明
か
に
権
限
ぞ
奥
へ
ら
れ
て
居
る
場
合
、
(
2
)
行
怨
が
組
合
業
務
の
部
類
に
麗
し
英
行
結
局
を
結
局
す
に
付
き
不
法
行
怨
を
殺
し
た
る
場
合
、
で
あ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
責
任
問
題
を
生
宇
る
の
で
は
な
い
。
而
て
第
一
の
場
合
に
於
て
は
権
限
ぞ
輿
へ
た
る
組
合
及
他
の
組
合
員
が
其
不
法
行
震
に
つ
き
責
任
を
負
は
ぎ
る
べ
か
ら
玄
る
は
論
争
る
ま
で
も
な
い
明
白
な
る
車
震
で
あ
る
。
然
る
に
第
二
の
場
合
に
於
て
は
組
合
員
の
行
結
局
が
果
し
て
組
合
業
務
の
執
行
な
り
や
否
や
の
問
題
を
生
子
る
。
而
て
此
問
題
を
解
決
す
る
に
蛍
つ
て
は
先
づ
組
合
さ
組
合
員
の
関
係
を
考
ふ
る
の
必
要
が
あ
る
。
既
に
述
ぺ
た
る
が
如
〈
組
合
員
は
組
合
及
他
の
組
合
員
の
代
理
人
で
あ
る
。
然
る
に
英
図
訟
に
於
け
る
代
理
人
は
其
権
限
の
相
異
に
よ
り
之
を
コ
一
極
に
区
別
す
る
事
が
出
来
る
。
其
一
ー
は
d
己く
2ω
己
ロ
向
。
尽
に
し
て
此
種
の
代
理
人
は
最
も
庚
汎
な
る
代
理
人
た
る
治
律
上
の
身
分
を
超
越
し
て
あ
ら
ゆ
る
行
結
局
ぞ
も
な
す
事
含
得
る
も
の
に
し
て
極
め
て
異
例
に
属
す
る
場
合
で
あ
る
。
其
二
は
の
Bog-ω
問
。
ロ
伸
之
税
す
る
も
の
に
し
て
共
権
限
は
特
定
の
器
業
事
業
に
関
す
る
金
行
結
局
守
結
局
す
権
能
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
業
三
は
ω旬。の一己
p
m
o
与
に
し
て
本
人
の
た
め
に
特
定
の
行
結
局
の
み
ぞ
怨
し
得
る
権
限
を
有
す
る
も
の
に
し
て
通
常
の
代
理
人
は
甲
}
れ
に
属
す
る
場
合
多
し〈
H
E
R
E臼
5
8
5
5
0
Z
Z句・
1
?句
-
H
M
G
P
o
而
て
組
合
員
は
組
合
法
第
五
傑
前
段
に
よ
り
組
合
の
偉
業
に
闘
す
る
も
の
さ
普
通
見
ら
る
、
行
ゑ
に
つ
き
組
合
及
他
の
組
合
員
の
代
理
人
た
る
地
位
を
有
す
る
が
故
に
所
諮
問
?
ロ
O
B
-
p
mの
互
に
属
す
る
は
論
を
侯
た
ぬ
所
で
あ
る
。
然
る
に
又
∞
ODog-ω
問
。
与
の
内
に
包
合
さ
る
、
も
の
も
又
純
粋
な
る
(
本
来
の
〉
代
理
人
ざ
ω
2
5己
及
EPM)OHH仏
O
E
g三
g
g円
さ
の
三
者
に
之
守
分
つ
事
が
出
来
る
〈
2
5
0
E
u
F
2
4
。同
E
Z司
・
。
。
参
照
〉
O
そ
し
て
組
合
員
は
純
粋
な
る
代
理
人
で
あ
っ
て
ω
q
g
E
又
は
宮
己
4
2含
三
円。
。ロ
42♀
0
円
に
麗
せ
ぎ
る
は
明
で
あ
る
は
、
。
然
し
な
が
ら
組
合
員
の
行
忽
で
組
合
業
務
執
行
の
た
め
に
な
さ
れ
た
b
や
否
や
は
8
2
8け
さ
B
Sを
さ
の
問
に
於
け
る
ω
0
2
B門
の
不
法
行
震
に
よ
り
生
宇
る
関
係
に
於
け
る
考
ヘ
方
さ
同
一
の
枝
践
に
立
つ
ぺ
し
さ
な
さ
る
、
ゃ
う
で
あ
る
か
ら
少
な
〈
さ
も
組
合
員
の
不
法
行
忽
に
関
す
る
範
国
内
に
於
て
は
組
合
さ
組
合
員
ど
の
関
係
は
ω
2
5
E
ご
g
g買
の
関
係
な
り
さ
一
古
ふ
事
が
出
来
る
ハ
2
5
0
E
H
F
F
匂・
8
0
郎
も
組
合
員
は
此
意
味
に
於
て
は
お
さ
き
け
で
あ
る
。
従
て
組
合
員
の
不
法
行
殺
が
其
事
業
務
執
行
に
蛍
b
な
さ
れ
た
り
や
否
や
の
問
題
は
8
2
8門
の
不
法
行
結
局
が
其
業
務
執
行
に
蛍
り
な
さ
れ
た
る
や
否
ゃ
を
決
す
る
不
法
行
忽
上
の
原
則
に
よ
り
て
定
め
ら
る
、
の
で
あ
る
。
之
営
要
す
る
に
上
越
の
如
く
組
合
員
は
組
合
に
濁
し
て
は
m
B
o
z
-
ω
m
o与
さ
し
て
立
つ
も
の
な
る
が
故
に
組
合
員
の
不
法
行
忽
に
つ
き
組
合
及
他
の
組
令
員
が
責
任
営
負
ふ
は
本
人
官
一
口
民
間
)
己
が
代
理
人
に
濁
し
て
特
定
の
行
免
に
つ
き
代
理
権
ケ
奥
へ
ぎ
る
も
術
一
定
の
種
類
の
行
結
局
や
み
却
す
に
つ
き
代
理
人
を
し
て
自
己
に
代
ら
し
め
た
る
時
は
其
本
人
は
代
理
人
が
示
め
さ
れ
た
行
匁
を
匁
す
に
つ
き
生
じ
た
る
事
項
に
つ
き
で
は
責
任
を
負
ふ
さ
の
普
通
法
上
の
代
理
に
関
す
る
原
則
の
趨
用
品
の
る
が
故
で
あ
る
。
者
し
?
フ
だ
ご
す
れ
ば
組
令
員
の
一
人
又
は
英
国
組
合
法
Q
P
H
g
g
r
f
〉
ロ
片
岡
∞
。
ふ
概
説
一
一一一
商
業
さ
経
済
一
三
四
数
人
が
奥
ヘ
ら
れ
た
る
権
限
内
に
於
て
な
し
た
行
結
局
印
ち
組
合
業
務
に
属
す
る
所
忽
よ
り
生
じ
た
る
責
任
を
負
ふ
は
勿
論
、
組
合
員
が
自
己
の
た
め
に
不
蛍
の
利
盆
を
得
る
た
め
に
詐
欺
?
な
し
た
る
場
合
、
他
の
組
合
員
の
明
示
の
指
闘
に
反
し
て
行
結
局
争
匁
し
た
る
場
合
及
犯
罪
営
犯
し
た
る
場
合
に
於
て
も
組
合
及
他
の
組
合
員
は
責
任
を
負
は
ぬ
ば
な
ら
ぬ
(
百
円
九
百
ゐ
訪
日
。
勾
同
心
点
目
安
)
ハ
君
主
:
3
0
又
上
惑
の
結
果
組
合
得
業
に
局
す
る
行
怨
に
つ
き
組
合
員
が
他
人
よ
b
金
銭
又
は
其
他
の
財
産
を
受
領
し
之
eg
誤
用
し
た
る
場
合
又
は
組
合
が
他
人
よ
り
金
銭
又
は
其
他
の
財
産
を
受
領
し
之
を
保
管
中
組
合
員
の
一
人
又
は
数
人
が
こ
れ
を
設
用
し
た
る
時
は
組
合
は
其
損
害
ぞ
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
ハ
組
合
法
二
傑
〉
Q
但
し
組
合
員
が
受
信
人
可
g
R
O
に
し
て
組
合
の
佐
官
業
の
た
め
又
は
組
合
の
計
算
に
於
て
信
託
財
産
密
使
用
し
た
る
時
は
他
の
組
合
員
は
こ
れ
に
劃
し
て
何
等
の
責
を
負
は
ぎ
る
も
の
で
あ
る
〈
同
二
一
孫
第
一
項
V
o
新
〈
の
如
く
組
合
員
の
不
法
行
匁
に
よ
b
組
合
及
組
合
員
は
一
連
帯
し
又
は
猪
立
し
て
責
任
を
負
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
が
故
に
被
害
者
は
会
組
合
員
を
共
同
被
告
さ
し
或
は
組
合
を
被
告
ご
し
又
は
一
人
の
組
合
人
を
被
告
ご
し
て
其
責
任
守
問
ふ
た
め
に
訴
金
提
起
す
る
事
?
得
る
の
で
あ
る
。
8
、
従
て
組
合
に
闘
す
お
事
項
に
つ
き
て
は
代
理
に
闘
す
ろ
法
理
の
活
用
あ
ろ
は
勿
論
で
あ
ろ
。
9
、
ポ
ロ
Y
グ
卿
は
組
合
お
拘
束
す
ぺ
き
組
合
員
の
擢
龍
私
自
F
包
q
z
虫
色
白
5
5
Z丘
三
宮
ユ
q
z
z
E
町一
B
ロ
。
二
自
主
&
り
ニ
揚
合
に
分
ち
、
各
揚
合
に
つ
き
列
思
し
て
之
が
説
明
た
な
し
て
居
ろ
ハ
吋
O
]
]
O
口
ケ
ロ
一
m
g円
。
同
句
・
句
・
2
以
下
)
0
目
、
例
へ
ば
既
に
股
越
し
士
あ
組
合
員
が
な
ほ
自
己
の
名
在
組
合
に
止
め
士
ろ
が
如
争
場
合
は
之
に
局
し
、
本
保
は
所
謂
訴
訟
上
の
g
宮
市
宮
】
の
法
理
の
組
長
な
リ
さ
ぜ
ら
ろ
〈
司
O
]
]
B
W
H
口一四町田門司・
3
v。
而
て
股
誌
ぜ
ろ
組
合
員
が
股
退
後
自
己
の
名
島
組
合
に
止
め
大
ろ
場
合
又
は
組
合
員
に
非
ざ
お
者
が
自
己
の
名
私
組
合
に
置
き
其
使
用
た
黙
認
ぜ
る
場
合
L
7
0
5口
問
。
己
さ
稽
ぜ
ら
ろ
』
の
で
あ
ち
o
然
し
本
僚
の
規
定
は
死
亡
組
合
員
に
は
遁
用
な
く
、
又
宮
ロ
o己
さ
れ
れ
組
合
五
、
は
不
法
行
潟
に
つ
き
て
は
責
任
た
負
ふ
事
が
な
い
ハ
同
第
二
項
ν。
口
、
但
し
早
に
仏
OBJロ仲間
)
a
Z
R
に
過
ぎ
ざ
あ
者
ぱ
組
合
舵
誌
の
遇
知
ら
な
す
の
義
務
な
し
ハ
n
E
2
4・
4
z
p
u可
同
国
-
h
w
〉門
H
H
H
・
白
色
r
〈
-
m
uロ凹
O
B
恥
出
・
h
w
k〆円】・
3uw〉。
目
、
此
区
別
特
に
明
ロ
何
百
円
口
問
。
己
主
品
目
立
ロ
加
の
己
の
区
別
た
認
め
な
い
者
も
居
る
o
例
へ
ぼ
K
M
ロ
g
ロ
H
H
P
4
4
。同の
O
E
5
2・
z
p・句
・
品
。
。
・
の
如
し
。
日
、
何
故
な
ら
ぽ
組
合
員
は
営
然
組
合
業
務
た
行
ふ
事
た
侍
あ
も
の
な
る
が
故
に
組
合
に
濁
し
て
は
促
府
関
係
に
立
つ
も
の
さ
は
稲
ぜ
ら
れ
な
ぃ
。
又
宮
山
由
旬
g
r
E
g
E
5
2
2
の
事
務
執
行
に
つ
告
て
は
本
人
口
原
則
ざ
し
て
其
買
に
任
?
ち
事
な
き
た
以
て
之
に
も
毘
ぜ
ざ
る
も
の
さ
云
は
ね
ぼ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
あ
。
四
組
合
員
の
釣
内
関
係
組
合
は
既
に
述
べ
た
る
が
如
く
組
合
員
同
の
人
的
関
係
に
し
て
組
合
は
組
合
員
聞
の
組
合
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
従
て
組
合
員
相
互
に
於
り
る
関
係
は
組
合
法
に
抵
鰯
せ
ぎ
る
範
固
に
於
て
自
由
仁
之
を
定
む
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
叉
其
関
係
は
後
に
到
っ
て
之
を
遜
更
し
で
も
敢
へ
て
差
支
へ
な
き
事
で
あ
る
。
而
て
組
合
契
約
は
日
U
0
3
0
5
-
g
E
5
2
に
印
刷
し
原
則
ざ
し
て
方
式
含
要
せ
ゴ
る
契
約
で
あ
る
ご
同
時
に
其
が
単
に
契
約
な
b
さ
一
玄
ふ
理
由
か
ら
観
て
組
合
員
間
に
於
て
定
め
た
る
契
約
の
内
容
は
第
三
者
の
敢
ヘ
て
関
知
せ
ぎ
る
所
で
あ
り
英
図
組
合
法
ハ
F
H
H
5
5
E句
〉
の
件
同
∞
ゆ
る
概
説
一
三
五
商
業
主
経
詩
一
三
大
第
三
者
に
致
カ
&
及
ぼ
す
ぺ
き
事
項
で
は
な
い
。
故
に
組
合
員
相
互
に
於
け
る
関
係
は
純
粋
な
る
内
部
関
係
に
過
ぎ
や
J
し
て
其
関
係
の
維
持
は
一
に
か
、
っ
て
組
合
員
の
意
思
さ
共
相
互
の
信
頼
さ
に
あ
り
さ
云
ふ
ぺ
き
で
あ
る
o 組
合
員
相
互
間
に
於
け
る
権
利
義
務
は
第
一
に
組
令
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
明
示
の
怠
思
に
よ
っ
て
此
定
の
な
さ
れ
ぎ
る
時
は
組
合
法
の
規
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
、
以
下
分
ち
て
説
明
す
る
。
イ
、
組
合
員
の
権
利
a
、
出
資
の
義
務
R
A
利
盆
の
分
配
を
受
〈
る
権
利
。
組
合
は
人
的
関
係
に
す
ぎ
ぬ
が
其
後
業
を
惨
な
が
た
め
に
は
資
本
を
姿
す
。
而
て
此
資
本
は
組
合
員
が
組
合
契
約
の
定
h
u
る
所
に
従
ひ
提
供
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
し
契
約
に
於
て
定
め
な
か
り
し
時
は
出
資
の
義
務
は
組
合
員
卒
等
に
負
搭
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
組
合
漆
第
二
四
僚
第
一
続
前
段
に
於
て
は
全
て
の
組
合
員
は
偉
業
の
た
め
に
す
る
資
本
又
は
替
業
に
よ
り
生
じ
た
る
利
盆
に
劃
し
て
は
卒
等
に
分
配
を
受
〈
る
権
利
含
有
す
ご
定
む
。
其
規
定
の
目
的
ざ
す
る
所
は
組
合
員
の
出
資
資
本
に
濁
す
る
持
分
如
何
に
拘
ら
や
J
偉
業
に
よ
り
生
じ
た
る
利
益
に
つ
い
て
は
特
約
な
き
限
b
卒
等
な
り
芯
せ
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。
目
疋
に
由
っ
て
翻
る
時
は
特
約
な
き
限
b
出
資
義
務
も
又
平
等
な
b
ご
一
玄
ひ
得
る
わ
け
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
組
合
員
は
契
約
に
よ
っ
て
出
資
業
務
を
負
ひ
-
}
れ
に
よ
り
組
令
は
其
替
業
?
開
始
す
る
事
が
出
ホ
ゆ
る
。
而
て
組
合
員
が
財
産
念
出
資
し
組
合
業
務
に
う
き
外
部
に
調
し
無
限
の
責
任
を
負
ふ
は
一
に
告
業
よ
b
生
じ
た
る
利
盆
の
分
配
に
漬
ら
ん
が
た
め
で
あ
る
o
放
に
組
令
替
業
よ
り
生
じ
た
る
利
盆
は
契
約
に
定
む
る
率
じ
従
ひ
組
合
員
間
に
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
定
め
な
き
時
は
卒
等
に
分
配
さ
れ
る
の
で
あ
る
ハ
第
二
四
候
一
君
。
組
合
の
後
業
よ
り
生
じ
た
る
利
盆
は
斯
く
の
如
く
分
配
さ
れ
る
の
結
果
組
合
の
受
け
た
る
損
害
に
つ
き
て
も
又
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
同
保
同
項
後
段
〉
。
而
て
組
合
員
が
組
合
の
祭
業
よ
り
生
じ
た
る
利
益
の
分
配
を
要
求
し
得
る
は
組
合
の
利
盆
が
確
定
せ
ら
れ
た
る
後
郎
も
清
算
事
務
の
終
了
の
後
な
る
事
を
要
す
る
の
で
あ
る
(
同
笠
原
四競〉
Q
b
、
組
令
業
務
の
執
行
雄
組
合
員
は
外
部
に
劃
し
て
は
常
に
代
理
人
ご
し
て
立
つ
の
み
な
ら
十
組
合
は
要
す
る
に
共
同
企
業
の
一
類
型
に
過
ぎ
ぎ
る
が
故
に
組
合
員
は
蛍
然
組
合
の
業
務
に
関
奥
す
る
の
権
能
を
有
せ
ぎ
る
べ
か
ら
や
J
、
故
に
各
組
合
員
は
組
合
業
務
の
執
行
濯
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ハ
第
二
四
保
第
五
競
〉
。
然
し
な
が
ら
組
合
員
が
各
自
組
合
業
務
を
執
行
す
る
は
鋒
業
そ
の
も
の
宇
混
乱
し
無
秩
序
な
ら
し
め
、
引
い
て
は
組
合
員
相
互
に
不
利
盆
を
生
子
る
恐
な
し
さ
し
な
い
v
。
故
に
組
合
員
は
組
令
契
約
に
於
て
業
務
執
行
棒
を
有
す
る
組
令
員
を
定
め
る
事
が
出
来
る
。
又
組
合
の
成
立
後
其
特
約
を
な
す
事
が
出
来
る
し
ハ
第
一
九
総
参
照
〉
、
組
合
業
務
に
つ
き
通
常
執
行
を
し
て
居
る
事
寅
英
図
組
合
法
令
R
E
O
B
E℃
〉
立
同
∞
。
。
v
概
説
一
三
七
商
業
主
経
済
一一一一入
に
よ
り
其
者
が
内
部
に
於
て
は
業
務
執
行
員
な
る
事
ぞ
推
定
す
る
事
も
出
来
る
。
而
て
組
合
業
務
に
関
し
て
組
合
員
間
に
於
け
る
怠
児
が
相
異
す
る
時
は
其
事
項
が
組
合
の
偉
業
に
つ
き
滋
夏
を
加
ふ
る
場
合
に
非
ら
ぎ
る
限
り
は
組
合
員
の
多
数
決
に
よ
っ
て
何
れ
さ
も
決
定
す
る
所
で
あ
る
ハ
同
僚
第
八
号
、
従
て
組
令
業
務
の
執
行
に
つ
き
て
も
執
行
擦
を
有
す
る
組
合
員
の
多
数
決
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
業
務
は
行
は
る
、
も
の
で
あ
る
。
但
し
組
合
員
が
業
務
執
行
雄
彦
契
約
に
よ
り
奥
へ
ら
れ
ぎ
る
や
、
或
は
制
限
せ
ら
れ
た
り
や
は
組
合
員
聞
に
於
け
る
内
部
関
係
に
過
ぎ
宇
し
て
相
手
方
は
其
有
無
に
関
係
な
く
各
組
合
員
を
相
手
方
さ
し
て
意
思
表
示
を
匁
し
又
は
之
会
受
〈
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
c
、
求
償
探
円
山
m
E
Z
S仏
o
g
E
q
o円
。
。
三
手
足
。
ロ
組
合
員
は
組
合
業
務
に
つ
き
で
は
組
合
の
代
理
人
で
あ
る
〈
第
五
傑
〉
、
従
て
組
合
員
の
行
結
局
は
組
合
の
た
め
に
な
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
り
旦
組
合
は
組
合
員
の
犠
牲
に
於
て
利
盆
を
待
つ
〉
あ
る
も
の
さ
も
云
ひ
得
る
。
な
ほ
組
合
業
務
の
執
行
に
よ
b
生
じ
た
る
責
任
に
つ
き
で
は
組
合
及
各
組
合
員
は
一
連
帯
し
て
責
任
を
有
す
る
を
以
て
組
合
員
が
組
合
債
務
の
弊
済
を
忽
し
た
る
時
は
組
合
及
他
の
組
合
員
は
其
弊
済
に
よ
り
共
同
兎
責
を
受
け
た
る
事
ざ
な
り
ハ
第
九
除
毒
m
〉
、
又
一
人
又
は
数
人
の
組
合
員
が
組
合
業
務
執
行
に
つ
き
な
し
た
る
行
忽
に
よ
り
或
は
組
合
の
脱
営
業
又
は
財
産
を
保
存
す
る
た
め
に
生
じ
た
る
債
務
に
つ
き
責
任
を
負
ひ
た
る
場
合
に
於
て
も
他
の
者
及
組
合
は
責
任
を
兎
る
、
の
で
あ
る
。
然
る
が
故
に
先
の
場
合
に
於
て
は
免
責
を
忽
し
た
る
組
合
員
は
嘗
然
代
理
の
原
則
に
よ
り
組
合
に
劃
し
て
求
債
権
を
有
す
ハ
第
二
四
杭
泣
き
競
I
)
Q
C】】
R
T
口
一
回
目
印
門
日
句
・
5
。
後
の
場
合
に
於
て
は
海
難
救
助
及
び
共
同
海
損
包
g
m
o
自
己
ロ
2
5
m
o
に
於
け
る
理
論
さ
同
一
の
理
論
に
基
い
て
支
出
し
た
る
費
用
に
つ
き
組
令
従
て
他
の
組
令
員
に
濁
し
求
債
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
ハ
阿
保
同
競
江
〉
。
但
し
此
場
合
に
於
て
は
設
め
特
約
に
よ
り
組
合
の
負
強
す
べ
き
金
額
を
定
む
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
ハ
F
F口
T
ロ円
m
g
J・
3
〉O
そ
し
て
業
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
免
責
組
令
員
及
必
要
な
る
費
用
を
支
出
し
た
る
組
令
員
は
自
己
の
負
援
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
き
求
債
権
を
有
す
る
は
蛍
然
で
あ
る
。
而
て
共
求
債
様
。
ぜ
有
す
る
場
合
に
組
令
員
の
出
拐
領
が
自
己
の
出
資
綴
を
超
過
し
た
る
時
は
其
超
過
額
印
も
其
求
債
額
に
つ
‘
き
で
は
弊
済
又
は
費
用
の
支
出
あ
b
た
る
日
よ
り
年
五
分
の
割
合
に
て
利
息
訟
付
し
英
償
還
を
請
求
す
る
事
を
得
る
(
同
僚
第
三
競
)
山
。
d
、
組
合
財
産
に
お
す
る
権
利
組
令
は
共
同
偉
業
ケ
其
目
的
ご
な
し
、
而
て
替
業
ケ
勝
目
な
が
た
め
に
は
必
ら
十
資
本
が
必
要
で
あ
る
o
故
に
組
合
員
は
組
合
契
約
の
定
な
る
所
に
よ
り
又
は
卒
等
に
一
定
の
金
銭
又
は
金
銭
的
債
位
ゐ
る
財
産
ぞ
現
寅
に
出
損
す
る
場
合
あ
り
(
勿
論
労
務
出
資
も
詐
さ
る
ぺ
き
で
あ
ε、
加
ふ
る
に
修
業
継
続
中
じ
於
て
は
必
ら
争
組
会
の
た
め
に
一
定
の
財
産
を
生
子
。
斯
く
の
如
く
組
合
の
出
資
又
は
組
令
の
後
業
に
よ
h
生
じ
た
る
財
産
を
組
合
法
に
於
て
は
総
務
し
て
組
合
財
産
勺
R
2
0
2
r
ザ
セ
C
勺
q
q
さ
謂
ふ
(
同
住
吉
宗
)
傍
第
一
項
前
段
〉
。
而
て
斯
く
の
如
き
財
産
は
組
英
図
組
合
法
ハ
吋
包
ロ
g
r
f
〉
円
件
同
∞
U
o
v
概
説
一
三
九
商
業
主
経
済
一四
O
合
契
約
に
よ
り
又
は
組
合
の
目
的
に
調
し
て
の
み
組
合
員
の
所
持
し
又
は
利
用
し
る
も
の
で
あ
る
ハ
向
後
段
〉
似
o
但
し
土
地
の
上
に
於
け
る
所
有
権
又
は
他
の
財
産
権
を
共
有
す
る
者
が
共
土
地
又
は
土
地
の
上
に
於
け
る
財
産
ぞ
利
用
し
投
盆
彦
選
・
ぐ
る
た
め
に
組
合
な
組
織
し
共
投
盆
に
よ
っ
て
他
の
土
地
又
は
土
地
に
閲
す
る
財
産
権
を
得
た
る
時
は
特
約
な
き
限
b
其
得
た
る
も
の
は
組
合
財
産
に
底
せ
宇
し
て
組
合
員
の
共
有
に
属
す
ハ
同
僚
第
三
項
〉
O
故
に
之
が
使
用
彪
分
は
一
に
共
有
関
係
を
定
む
る
普
通
法
の
原
則
に
従
て
決
せ
ら
る
べ
き
事
項
に
底
す
。
組
令
財
産
は
組
合
の
目
的
ご
す
る
器
業
に
よ
b
生
じ
又
は
組
令
の
替
業
の
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
る
〉
も
の
な
る
も
現
在
組
合
に
あ
る
財
産
が
果
し
て
組
合
財
産
を
作
る
べ
き
も
の
な
り
や
、
又
は
組
合
員
の
財
産
な
り
や
不
明
な
る
場
合
ゐ
り
。
此
場
合
に
閲
し
て
組
合
法
第
二
一
俊
は
組
令
に
属
す
る
金
銭
に
よ
り
買
ひ
取
り
た
る
財
産
は
組
合
に
廃
す
る
も
の
さ
宥
倣
せ
b
o
而
て
組
合
財
産
ざ
な
り
た
る
土
地
又
は
相
続
し
得
ぺ
き
財
産
は
組
令
員
間
に
於
て
、
及
び
死
む
組
合
員
の
相
続
人
、
財
産
管
理
人
、
叉
は
港
一
一
言
執
行
者
間
に
於
て
は
特
約
な
き
限
b
宮
E
o
s
-
2
5
2
r
p
tぽ
℃
3
句
q
q
ゾ」
し
て
取
扱
ふ
事
を
裂
す
る
の
で
あ
る
ハ
第
二
二
傑
〉
O
従
て
組
合
解
散
の
時
に
於
て
は
組
合
に
麗
す
る
財
産
主
貝
却
し
之
を
金
銭
に
代
へ
、
組
合
債
務
其
他
の
義
務
を
之
に
よ
り
治
減
せ
し
め
、
残
徐
あ
る
時
は
組
合
員
は
出
資
額
に
感
じ
之
子
取
得
す
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
(
吋
臼
由
民
r
h臼持
.b.ロれ一
m
u
h
J封。
g
目立
)
0
組
合
員
の
財
産
に
謝
す
る
関
係
は
ほ
い
上
越
の
如
く
な
る
も
組
令
財
産
は
組
合
の
目
的
の
純
国
内
に
於
て
は
組
合
員
固
有
の
財
産
を
区
別
せ
ら
る
ぺ
き
を
以
て
組
合
に
謝
す
る
執
行
戒
を
以
て
せ
ぎ
れ
ば
執
行
債
権
者
は
組
合
財
産
に
謝
し
て
強
制
執
行
を
ゑ
す
事
能
は
，
さ
る
事
さ
な
る
ハ
同
法
第
二
三
依
英
一
項
)
O
e
、
帳
簿
審
査
権
及
謄
本
請
求
権
組
合
業
務
の
放
況
如
何
は
粗
令
員
の
利
益
に
閲
す
る
所
多
き
を
以
て
組
合
業
務
に
関
し
て
は
精
密
な
る
帳
簿
を
作
製
す
る
の
必
要
あ
り
、
而
て
作
製
さ
れ
た
る
帳
簿
は
組
令
の
替
業
所
吋
Z
句
F
8
0『
rg?，
gω
に
於
て
、
多
数
の
管
業
所
あ
る
時
は
其
主
た
る
轡
業
所
に
於
て
、
之
を
設
へ
付
け
ま
る
べ
か
ら
宇
ハ
第
二
四
候
第
九
競
前
段
)
O
又
組
合
員
は
遁
蛍
な
り
さ
考
ふ
る
時
は
常
に
其
備
へ
つ
け
ら
れ
た
る
帳
簿
を
審
査
し
、
又
は
必
要
あ
る
時
は
其
謄
本
の
交
附
を
要
求
し
以
て
組
合
業
務
の
朕
況
を
知
る
事
を
得
る
の
権
利
あ
り
ハ
向
後
段
〉
O
u
、
普
通
法
上
に
於
て
は
組
A
ロ
ロ
具
は
他
の
組
合
員
た
訴
ふ
る
辛
抱
は
ず
ろ
た
原
則
ざ
す
。
然
れ
ど
も
此
原
則
に
封
し
て
は
(
1
〉
組
合
管
業
に
闘
す
る
明
細
書
が
出
さ
れ
、
而
も
損
益
計
算
が
一
致
し
之
に
封
し
て
他
の
組
合
員
が
承
諸
島
典
へ
土
ろ
さ
き
即
ち
本
文
に
於
て
越
ぺ
れ
あ
所
な
り
、
ハ
2
〉
一
組
合
員
が
他
の
組
合
員
り
な
用
の
士
め
民
金
銭
た
受
領
し
、
之
島
組
合
の
計
算
に
於
て
不
営
に
使
用
し
大
あ
時
、
〈
3
〉
一
組
合
員
が
白
己
の
債
務
支
掠
の
れ
め
に
組
合
の
名
に
於
て
潟
替
手
形
又
は
約
束
手
形
た
振
出
し
れ
る
さ
き
に
於
て
之
荘
他
の
組
合
員
が
支
部
ぴ
大
る
さ
き
に
は
例
外
さ
し
て
他
の
組
合
員
た
訴
ふ
る
事
在
、
フ
る
も
の
さ
す
。
而
て
呪
在
に
於
て
は
之
等
の
訴
訟
の
管
轄
裁
列
所
は
衡
平
法
裁
列
所
に
屈
す
あ
も
の
さ
ぜ
ら
れ
て
居
る
〈
F
白
白
g
pロコ
g
g
g
oロ
7
4『
句
・
同
小
包
。
日
、
英
図
法
に
於
て
は
出
資
に
閲
す
る
規
定
は
存
在
ぜ
な
い
。
而
て
出
資
た
普
通
0
1
E
。
同
ロ
吉
岡
宮
日
吉
稽
し
て
居
る
。
官
、
組
A
宮
貝
の
義
務
英
国
組
合
法
ハ
吋
P
H
g
o
g
r
f
k
r
n円
H
8
0〉
概
説
四
商
業
さ
経
四
組
合
員
聞
の
義
務
に
つ
き
で
は
組
合
契
約
に
定
む
る
所
な
る
も
組
令
法
は
之
れ
に
闘
し
次
に
越
ぷ
る
が
如
き
義
務
を
定
め
て
居
る
。
a
、
出
資
義
務
組
合
員
の
出
資
は
必
十
し
も
金
銭
又
は
金
銭
的
債
低
あ
る
財
産
に
限
ら
干
し
て
、
労
務
出
資
も
又
可
な
る
所
で
あ
る
。
其
他
の
駄
に
つ
き
で
は
既
に
越
ぺ
た
る
所
で
あ
る
。
b
、
業
務
執
行
の
義
務
既
に
逃
ぺ
た
る
が
如
〈
組
合
員
は
業
務
執
行
権
含
有
す
る
も
こ
れ
さ
同
時
に
業
務
執
行
の
義
務
を
も
有
す
る
の
で
あ
る
o
蓋
し
組
合
は
共
同
の
利
盆
の
た
め
共
同
し
て
替
業
を
匁
さ
ん
が
た
め
に
設
け
ら
れ
た
る
図
陸
な
る
が
故
に
組
令
員
は
必
然
的
に
労
務
を
提
供
す
る
義
務
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
従
て
組
合
員
は
特
約
な
き
限
り
業
務
執
行
に
つ
き
報
酬
を
請
求
す
る
権
利
な
き
も
の
な
り
さ
一
誌
は
玄
る
ぺ
か
ら
争
ハ
第
二
回
絡
を
ハ
強
Uo
但
し
他
の
組
合
員
の
不
通
蛍
な
る
業
務
執
行
に
よ
b
過
大
な
る
労
務
じ
服
し
た
る
時
は
此
限
り
で
な
い
。
c
、
新
組
合
員
を
組
合
に
加
入
せ
し
め
ま
る
義
務
組
令
契
約
は
組
合
員
聞
に
於
け
る
人
的
信
任
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
事
は
既
に
逃
ぺ
た
る
所
で
あ
る
が
更
に
組
合
員
は
他
の
組
合
員
の
行
震
に
つ
き
人
的
無
限
の
責
任
を
負
ひ
叉
組
合
員
は
営
然
業
務
執
行
椛
含
有
す
る
が
故
に
新
た
に
組
合
員
を
加
入
せ
し
む
る
事
は
他
の
組
合
員
に
取
っ
て
業
地
位
を
不
安
な
ら
し
む
る
恐
あ
る
さ
共
に
調
外
的
に
組
合
の
信
用
な
失
ふ
良
な
し
さ
せ
な
い
。
故
に
組
合
員
は
自
由
に
新
組
合
員
を
組
合
じ
加
入
せ
し
お
U
る一品
aeT
得
な
い
の
で
あ
る
o
然
れ
ざ
も
組
合
員
の
全
部
が
新
組
令
員
の
加
入
伝
承
諾
す
る
場
合
に
於
て
は
前
述
の
如
き
良
な
き
が
故
に
組
合
員
は
新
組
合
員
営
加
入
せ
し
む
る
事
宇
得
る
の
で
あ
る
〈
同
僚
第
七
毅
〉
0
而
て
会
組
合
員
の
承
諾
な
〈
し
て
組
合
員
が
新
組
合
員
を
加
入
せ
し
め
た
る
時
に
於
て
は
他
の
組
合
員
に
濁
し
て
は
新
組
合
員
は
組
令
関
係
に
立
つ
仁
非
十
し
て
加
入
ぞ
許
し
た
る
組
令
員
ご
新
組
令
員
の
問
に
於
て
の
み
加
入
を
詐
し
た
る
組
令
員
の
組
会
答
業
に
於
け
る
利
盆
ぞ
目
的
ご
す
る
新
な
る
濁
立
の
組
合
が
構
成
さ
る
、
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
Qcgnru
口一
m
o
a
-
u
・∞む。
斯
〈
の
如
く
組
合
員
は
新
に
組
令
口
貝
を
加
入
せ
し
な
る
事
を
得
、
ざ
る
三
共
に
組
令
員
た
る
資
格
を
他
人
に
譲
渡
す
る
事
を
得
な
い
が
組
合
に
濁
す
る
岳
民
o
を
他
人
に
移
轄
す
る
事
は
自
由
に
認
め
ら
る
〉
所
で
あ
っ
て
岳
民
o
の
譲
渡
は
必
ら
宇
し
も
組
令
員
た
る
資
格
の
譲
渡
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
〈
同
法
第
三
一
俊
民
三
三
保
第
二
項
委
関
〉
〈
吋
C
出
S
F
一口一問。民句・。む。
c
、
組
合
業
務
の
放
況
報
告
の
義
務
組
令
員
特
に
業
務
を
行
ふ
組
合
員
又
は
組
令
に
関
係
す
る
種
々
の
行
須
佐
匁
し
た
る
組
合
員
は
「
イ
」
e
に
於
て
述
べ
た
る
理
由
ご
同
一
の
理
由
に
よ
り
そ
の
業
務
の
吠
況
又
は
行
免
に
閲
す
る
事
項
な
他
の
組
令
員
又
は
其
代
理
人
に
謝
し
て
報
告
を
ゑ
す
ぺ
き
義
務
を
有
す
〈
第
二
入
除
)
。
英
図
組
合
法
〈
E
H
E
o
g
r
e
b
n肝
H
S
o
u概
説
一四三
商
業
さ
経
涛
一
四
四
d
、
私
盆
を
計
る
一
帯
を
結
局
き
い
る
の
義
務
組
合
員
は
他
の
組
合
員
の
同
意
な
く
し
て
組
合
に
閲
す
る
取
引
に
よ
り
利
益
を
得
又
は
粗
令
財
産
、
組
合
の
商
焼
、
又
は
組
合
替
業
に
於
け
る
関
係
を
利
用
し
以
て
利
金
を
股
め
た
る
時
は
直
に
之
を
組
合
に
通
知
す
る
事
eT
要
す
。
組
合
員
の
死
己
に
よ
り
組
合
が
解
散
し
た
る
時
又
は
解
散
事
務
が
未
だ
完
了
せ
ま
る
時
に
於
て
は
生
存
組
合
員
又
は
死
巳
組
合
員
又
は
死
む
組
合
員
の
代
表
者
に
つ
き
て
も
叉
同
じ
(
第
二
九
傍
〉
。
蓋
し
組
合
員
は
外
部
に
劃
す
る
関
係
に
於
て
は
組
合
の
代
理
人
ざ
し
て
立
つ
も
の
な
る
が
故
に
代
理
事
務
に
関
す
る
事
項
は
蛍
然
之
が
報
告
守
谷
川
き
い
る
べ
か
ら
ざ
る
さ
共
に
一
般
の
代
理
に
閲
す
る
法
理
に
従
ひ
代
理
事
務
に
関
し
て
は
私
益
を
計
り
又
は
利
盆
を
隠
匿
せ
ぎ
る
義
務
を
有
す
る
が
放
で
あ
る
o
従
っ
て
組
合
員
が
組
合
財
産
に
よ
b
利
盆
を
得
た
る
時
は
之
を
組
合
に
交
附
せ
ゴ
る
ぺ
か
ら
歩
。
叉
組
合
員
さ
し
て
の
地
位
を
利
用
し
利
盆
を
得
た
る
時
も
英
利
盆
を
組
合
に
交
附
せ
5
る
ぺ
か
ら
宇
(
E
E
E
官
Z
3
5
〉
立
岡
市
V
。可
-m-
。(凶〉ハロ〉・〉。
ミ
競
業
避
止
の
義
務
組
合
員
は
組
合
の
代
理
人
ざ
し
て
外
部
に
向
っ
て
立
ち
其
者
の
行
結
局
は
組
合
を
拘
束
す
る
も
の
な
る
の
み
な
ら
子
、
組
令
員
は
総
て
原
則
ご
し
て
業
務
執
行
棒
を
有
し
而
も
業
務
執
行
の
如
何
は
組
合
の
利
害
に
大
な
る
影
郷
官
舎
及
ぽ
す
が
故
に
組
合
員
は
組
令
業
務
さ
同
一
の
性
質
を
有
す
る
事
業
を
濁
立
し
て
行
ふ
時
は
其
責
任
の
蹄
着
酔
却
ケ
不
明
な
ら
し
め
る
の
恐
あ
り
、
故
に
組
令
浅
は
組
合
員
に
調
し
競
業
避
止
の
義
務
を
加
ふ
。
郎
も
、
組
合
員
は
他
の
組
合
員
の
同
意
を
得
る
に
非
ゴ
れ
ば
組
合
業
務
さ
同
一
の
性
質
を
有
す
る
事
業
を
組
令
ご
競
争
し
て
結
局
す
事
能
は
子
、
而
て
も
し
此
義
務
に
議
反
し
て
競
業
ケ
匁
し
た
る
場
令
に
於
て
は
之
を
組
合
に
報
告
し
得
た
る
全
て
の
利
盆
は
之
を
組
合
に
交
附
せ
ゴ
る
べ
か
ら
十
ぎ
規
定
せ
り
ハ
第
三
O
続
可
従
っ
て
組
合
業
務
に
関
す
る
限
り
は
組
合
員
は
秘
密
に
競
業
を
品
局
し
た
る
場
合
に
於
て
も
相
手
方
の
意
思
如
何
?
問
は
宇
組
合
業
務
の
執
行
ぜ
な
る
ぺ
き
で
あ
る
色
2
4・
gggo--
∞の・ロ
-ac。
然
し
な
が
ら
組
合
員
さ
雄
も
組
令
員
た
る
の
理
由
を
以
て
偉
業
の
自
由
を
奪
は
る
、
の
理
由
な
き
を
以
て
組
会
業
務
に
閲
せ
ぎ
る
限
り
は
常
に
自
己
の
た
め
に
鋒
業
を
潜
む
事
を
得
る
は
論
争
侯
た
や
し
て
明
白
な
る
事
寅
で
あ
る
。
五
持
分
の
譲
渡
組
合
契
約
は
銃
に
通
ぺ
た
る
如
く
讃
人
契
約
に
し
て
契
約
の
蛍
事
者
の
技
術
及
信
頼
に
其
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
問
。
然
る
に
新
〈
の
如
き
契
約
は
之
を
他
人
に
譲
渡
す
る
事
能
は
ゴ
ず
な
ぞ
原
則
ざ
す
ハ
E
0
5
8吋
H
8
5
5
8
F
認
可
・
さ
〉
。
従
っ
て
組
合
契
約
の
内
容
を
潟
す
権
利
義
務
は
他
人
に
之
営
譲
渡
す
る
事
能
は
歩
、
故
に
組
合
員
は
其
組
合
員
た
る
資
格
を
他
人
に
譲
渡
す
る
事
能
は
ぎ
る
さ
共
に
何
組
合
員
た
る
資
格
密
保
有
し
な
が
ら
其
資
格
に
よ
っ
て
生
子
る
権
限
を
他
人
に
移
轄
す
る
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
英
図
組
合
法
ハ
F
H
E
m
g
r
f
k
p♀
同
∞
c
o
u
概
説
一
四
五
商
業
さ
経
済
一
四
六
然
し
な
が
ら
利
盆
配
営
要
求
権
印
ち
ω
E
B
は
mw
組
合
管
業
よ
り
生
じ
た
る
利
金
に
濁
す
る
穣
利
に
し
て
組
合
員
た
る
資
格
に
随
伴
し
或
は
其
資
格
の
結
果
ど
し
て
生
・
?
る
財
産
的
請
求
権
の
一
に
過
ぎ
歩
、
而
も
利
盆
配
営
は
必
宇
し
も
組
合
の
特
質
を
魚
す
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
さ
共
に
組
合
鐙
業
よ
り
生
じ
た
る
利
盆
の
配
蛍
を
受
〈
る
事
は
必
争
し
も
組
合
員
の
詮
操
さ
な
る
も
の
に
非
れ
ば
ハ
前
述
〉
之
を
他
人
に
譲
渡
す
る
も
之
が
た
め
に
業
組
合
回
貝
は
組
令
長
た
る
の
資
格
を
矢
ふ
も
の
に
非
子
。
故
に
組
合
法
は
ωERω
の
譲
渡
を
有
殺
さ
認
む
、
R
a
o
o
g与
す
の
弊
済
も
有
効
淡
な
b
ご
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
ハ
第
一
三
係
第
一
項
〉
。
亦
ω
r
p
B
の
質
入
又
は
ω}戸
山
『
の
に
よ
る
買
戻
契
約
付
然
し
な
が
ら
岳
山
号
を
之
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
た
る
組
合
員
は
前
述
の
如
〈
其
組
合
員
た
る
の
資
格
を
失
ふ
も
の
に
非
5
る
が
故
に
、
従
て
譲
受
人
は
譲
受
に
よ
り
組
A
有
国
民
さ
な
る
も
の
に
非
ぎ
る
が
故
に
他
の
組
令
昌
一
に
劃
す
る
関
係
に
於
て
は
組
合
業
務
の
執
行
又
は
管
理
に
関
奥
し
、
組
合
の
帳
簿
を
審
査
し
、
又
は
組
合
た
い
譲
渡
T
A局
し
た
る
組
合
員
に
配
蛍
せ
ら
る
べ
き
業
務
に
関
す
る
報
告
を
受
く
の
権
利
を
有
す
る
事
な
〈
、
利
益
の
交
附
を
要
求
し
、
組
合
員
聞
に
於
て
定
め
ら
れ
た
る
利
盆
の
計
算
報
告
を
要
求
し
得
る
椛
利
を
有
す
る
に
止
る
(
同
〉
0
而
て
組
合
員
の
全
員
に
つ
き
又
は
岳
山
日
を
譲
渡
し
た
る
組
合
員
じ
っ
き
生
じ
た
る
理
由
に
よ
り
組
合
が
解
散
し
た
る
時
は
佐
官
。
を
譲
渡
し
た
る
組
合
員
の
有
し
た
り
し
配
営
財
産
に
劃
す
る
権
利
の
賀
行
を
要
求
し
、
又
其
配
嘗
額
を
確
定
す
る
が
た
め
に
解
散
の
日
よ
り
の
計
算
報
告
書
の
交
附
を
要
求
す
る
事
を
符
る
の
で
あ
る
(19) 
/、
同
f長
Z4 
項、J。
回
、
組
合
契
約
に
よ
ろ
耀
利
は
の
Z
M
O
E
p
o
z
oロ
に
属
す
ろ
も
の
さ
さ
れ
て
居
る
。
日
、
組
合
兵
大
ろ
の
資
格
の
英
夫
は
組
合
の
解
散
、
組
合
員
の
股
誌
の
外
に
理
由
な
し
、
故
に
組
合
具
の
資
格
の
譲
渡
は
結
局
組
合
え
の
庇
退
さ
し
て
の
殻
呆
が
あ
り
、
従
っ
て
組
合
口
之
に
よ
り
其
性
質
私
的
出
?
る
も
の
で
あ
る
o
問
、
組
合
兵
の
m
E
B
た
以
て
直
ち
に
羽
盆
町
営
請
求
躍
で
あ
る
さ
し
れ
の
は
建
断
に
す
ぎ
る
き
ら
ひ
が
あ
あ
。
他
日
考
へ
て
見
ろ
縫
合
が
わ
ら
う
さ
忠
ふ
。
目
、
有
限
武
任
組
合
具
が
無
限
責
任
組
合
員
の
全
部
の
同
意
た
得
て
其
持
分
ら
譲
渡
し
大
ろ
時
は
持
分
の
譲
受
人
は
以
後
有
其
組
合
の
有
限
貢
任
組
合
員
さ
な
る
の
で
あ
る
ハ
ピ
自
宮
島
市
P
H
Z
g
z
u
〉
♀
3a-
∞
。
〈
む
〈
δ
〉
0
六
、
組
合
の
解
散
反
清
算
ー
、
解
散
腕
に
し
ば
fx述
べ
た
る
が
如
く
組
合
は
釣
人
的
契
約
た
る
組
合
契
約
に
よ
り
成
立
し
組
合
員
相
互
の
信
頼
に
其
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
o
従
っ
て
組
合
員
の
股
沼
地
、
死
む
又
は
除
名
は
勿
論
の
事
新
組
合
員
の
加
入
も
又
組
合
の
質
賃
に
鐙
夏
守
生
悲
し
め
之
等
の
事
貫
生
じ
た
る
時
は
組
合
は
解
散
し
清
算
事
務
ぞ
開
始
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
〆
O
従
て
組
合
員
は
組
合
契
約
に
於
て
組
合
の
存
続
期
間
の
定
な
き
限
り
永
久
に
組
合
に
拘
束
さ
る
〉
結
来
さ
な
る
o
斯
く
の
如
き
は
個
人
の
自
由
を
奪
ふ
結
果
ご
な
る
o
又
英
図
法
の
下
に
於
て
は
組
合
を
綜
括
し
て
同
町
E
さ
絡
し
或
純
国
内
に
於
て
回
位
性
ぞ
認
む
る
以
上
組
合
の
存
絞
期
間
の
定
な
き
時
も
組
合
員
の
股
退
除
英
図
組
合
法
ハ
H
g
z
m
g
Z勺
〉
♀
同
8
0〉
概
説
一
四
七
商，
m
菜
子
」
経
済
一
四
八
名
又
は
組
合
員
新
加
入
を
以
て
絡
調
的
に
解
散
の
事
由
ど
な
す
理
由
に
ご
ぼ
し
い
。
叉
新
〈
の
如
き
事
質
密
以
て
解
散
事
由
ざ
し
て
一
々
清
算
し
事
務
を
行
は
し
む
る
は
反
っ
て
不
得
策
で
あ
る
。
故
に
組
合
法
に
於
て
は
斯
く
の
如
き
湖
一
白
殊
に
組
合
員
の
脱
退
及
除
名
を
以
て
解
散
の
事
由
さ
せ
子
、
た
い
之
等
の
事
貫
あ
る
時
は
組
合
契
約
に
於
て
定
ま
b
又
は
営
時
の
組
合
員
の
怠
思
に
よ
っ
て
組
合
を
解
散
せ
ん
さ
す
る
場
合
に
於
て
の
み
解
散
事
由
ざ
し
て
居
る
ゃ
う
で
あ
る
問
。
以
上
組
合
の
解
散
事
由
に
つ
き
で
説
明
せ
ん
。
イ
ー
裁
剣
手
続
に
依
ら
ま
る
解
散
ミ
除
名
良
吉
区
O
口
弘
吉
E
R
組
合
は
組
合
員
の
除
名
に
よ
っ
て
解
散
す
る
場
合
あ
り
、
通
常
の
場
合
に
於
て
は
組
合
員
の
除
名
は
必
す
し
も
解
散
事
由
ご
は
な
ら
ぬ
ゃ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
此
場
令
に
於
け
る
解
散
は
営
時
の
他
の
組
人
口
員
の
意
思
に
よ
る
よ
り
外
な
し
さ
一
吉
ひ
得
る
わ
け
で
あ
る
。
除
名
せ
ら
れ
た
る
組
合
員
は
組
合
が
存
続
す
る
場
合
に
於
て
は
以
後
責
任
を
負
ふ
の
必
要
な
さ
は
勿
論
で
あ
る
が
除
名
さ
同
時
に
組
合
員
た
る
の
資
格
を
失
ふ
、
従
っ
て
除
名
は
除
名
さ
れ
た
る
組
合
員
の
不
利
金
に
な
る
は
勿
論
其
怨
め
に
は
組
合
の
質
質
は
鐙
更
さ
る
〉
は
宇
で
あ
る
。
故
に
除
名
は
組
合
契
約
に
定
め
な
き
限
り
組
合
口
貝
の
多
数
決
に
よ
っ
て
も
結
局
す
事
を
得
。
さ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
二
五
係
三
除
名
ぞ
忽
す
ぺ
き
楼
限
が
契
約
に
よ
b
組
合
員
の
一
人
又
は
数
人
に
奥
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
も
除
名
を
匁
さ
ん
さ
す
る
時
は
善
意
を
ふ
主
任
を
以
て
之
を
結
局
さ
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
'
0
而
て
悪
意
を
以
て
又
は
権
限
な
き
に
拘
ら
宇
除
名
を
谷
川
し
た
る
時
に
於
て
は
其
除
名
底
分
は
法
律
上
役
目
抗
争
生
子
る
事
な
〈
、
従
っ
て
除
名
さ
れ
た
る
組
名
員
は
此
場
合
に
於
て
は
俗
組
合
員
さ
し
て
行
動
を
免
す
権
限
を
有
す
る
も
の
さ
す
(E-sr
巴一
m
gゲ
匂
・
∞
∞
)
O
除
名
は
組
令
ロ
只
に
到
し
重
大
な
る
結
果
を
生
悲
し
な
る
も
の
な
る
ケ
以
て
権
限
ぞ
以
て
除
名
が
な
さ
れ
た
る
場
合
に
於
て
も
被
除
名
者
に
お
し
一
応
の
辞
護
守
ゑ
さ
し
む
る
事
は
必
要
で
あ
る
。
又
法
律
上
砂
田
然
に
其
機
合
は
被
除
名
者
に
奥
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
9
3
8
タ
吋
0
5沼
2
0
3
同
9
・
2
3
b
、
組
令
口
貝
の
股
返
此
事
由
が
生
じ
た
る
時
も
常
に
組
令
が
解
散
す
る
必
要
な
さ
は
肢
に
述
ぺ
た
の
で
あ
る
。
組
合
の
存
緩
期
間
が
定
め
ら
れ
た
る
時
は
組
合
員
は
脱
退
す
ペ
き
理
由
を
侠
ぐ
、
従
っ
て
止
む
を
得
ゴ
る
理
由
の
あ
ら
、
ざ
る
限
り
此
場
合
に
於
て
は
組
合
員
は
股
返
す
る
事
能
は
ぎ
る
も
の
ご
観
て
誌
な
い
ご
思
ふ
。
但
し
組
合
の
存
療
期
間
の
定
め
な
き
時
は
組
合
員
は
一
定
の
手
絞
守
踏
む
時
は
常
に
脱
退
含
然
す
事
を
得
る
。
印
も
会
組
合
員
に
股
沼
地
の
意
忠
9T
通
告
す
る
か
又
は
組
合
契
約
が
捺
印
読
者
じ
よ
り
で
な
さ
れ
た
る
時
は
書
面
〈
署
名
が
必
要
で
あ
る
に
よ
り
之
bH
』
通
知
し
て
脱
退
を
。
却
す
一
品
ep得
る
も
の
ご
す
ハ
第
二
六
除
〉
。
組
合
員
が
股
恕
す
る
時
は
組
合
は
其
笠
質
密
失
ひ
解
散
す
べ
き
で
あ
る
が
銃
に
述
べ
た
る
が
如
く
清
算
事
務
英
関
組
合
訟
ハ
P
B
E
v
y
-℃
krc門
H
E
o
v杭
間
以
一
四
九
商
業
さ
経
湾
一五
O
ル
バ
』
行
は
・
?
し
て
組
合
子
存
続
せ
し
な
る
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
w
d
れ
ば
組
合
契
約
に
於
て
特
別
の
定
な
き
限
り
-
又
は
蛍
時
に
於
て
組
合
員
一
か
解
散
せ
し
め
ぎ
る
の
意
思
あ
る
時
は
組
合
員
の
脱
退
は
組
合
ケ
解
散
せ
し
な
る
も
の
に
非
十
ご
解
す
。
但
し
組
合
員
の
股
迭
の
た
め
た
い
一
人
の
組
合
員
が
残
存
す
る
場
合
は
勿
論
別
で
あ
る
。
c
、
期
間
の
満
了
組
合
員
同
に
特
約
な
き
限
り
組
合
契
約
に
於
て
定
め
ら
れ
た
る
組
合
の
存
続
期
間
の
経
過
さ
共
に
組
合
員
の
他
の
行
怨
ケ
要
せ
干
し
て
組
合
は
解
散
す
る
も
の
さ
す
(
第
三
ニ
係
第
一
項
〈
a
〉
〉
。
但
し
期
間
満
了
後
蛍
事
者
は
合
意
に
よ
b
て
組
合
を
他
仙
波
せ
し
め
得
る
の
で
あ
る
。
叉
期
間
満
了
後
に
於
て
も
組
合
員
又
は
通
常
組
令
業
務
を
執
行
す
る
も
の
が
組
合
事
務
に
閲
す
る
決
算
又
は
清
算
ぞ
怨
さ
子
し
て
偉
業
を
縫
絞
す
る
時
は
組
合
は
縫
緩
す
る
も
の
三
す
。
従
っ
て
此
場
合
に
於
て
は
期
間
継
続
中
の
組
合
に
於
け
る
権
利
義
務
は
従
来
の
ま
、
存
続
す
る
も
の
ご
す
ハ
第
二
七
係
〉
。
而
て
此
原
則
は
組
合
員
が
死
む
し
た
る
場
合
に
生
存
せ
る
者
が
な
ほ
組
合
を
継
続
せ
し
め
ん
ざ
す
る
場
合
に
も
適
用
が
あ
る
〈
句
。
ロ
B
T
ロ一
m
g
J・
3
〉。
d
、
組
合
の
目
的
た
る
事
業
の
終
了
組
合
は
必
や
し
も
多
種
の
行
潟
を
な
す
事
を
目
的
ざ
す
る
必
要
は
な
い
一
個
の
行
怨
の
完
成
を
目
的
ご
し
て
も
成
立
す
。
而
て
斯
く
の
如
き
場
合
に
於
て
は
其
行
須
の
完
了
に
よ
っ
て
組
合
の
目
的
は
消
滅
す
、
従
て
組
合
も
其
存
続
の
理
由
を
失
ふ
仰
。
e
、
解
散
の
請
求
組
合
の
存
続
期
間
が
定
め
ら
れ
ぎ
る
場
合
に
於
て
は
組
合
員
は
、
水
久
に
組
合
に
拘
束
さ
る
3
の
不
合
理
あ
り
故
に
此
場
合
に
於
て
は
組
合
員
は
任
意
じ
組
合
を
解
散
す
ぺ
き
旨
の
通
知
岳
会
部
の
組
合
員
に
品
局
し
て
組
合
守
解
散
す
る
事
を
許
す
。
而
て
此
場
令
の
解
散
の
時
機
は
主
(
通
知
書
に
示
し
た
る
時
又
は
通
知
書
に
日
時
の
記
載
な
さ
時
は
迩
知
が
到
達
し
た
る
時
ざ
す
る
ハ
第
三
三
傍
第
一
項
ハ
C
〉
第
三
三
候
型
雇
〉
。
而
て
解
散
の
請
求
あ
り
た
る
時
は
相
手
方
の
意
思
如
何
に
拘
ら
十
組
合
は
解
散
す
る
も
の
な
る
が
故
に
色
。
]
目
。
n
T
口
一
宮
ミ
・
。
。
〉
其
性
質
は
契
約
解
除
の
申
入
な
り
さ
一
去
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
f
、
組
合
員
の
死
己
又
は
破
産
ハ
第
三
三
傍
第
一
項
〉
。
g
、
組
合
員
が
自
己
の
組
合
財
産
に
濁
す
る
持
分
を
固
有
の
債
務
の
弊
済
の
た
め
に
差
押
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
他
の
組
合
員
は
組
合
守
解
散
せ
し
な
る
事
ケ
得
る
の
で
あ
る
〈
第
一
三
路
第
二
項
〉
。
h
、
組
合
は
其
業
務
営
遂
行
す
る
事
が
達
治
に
な
り
叉
は
組
合
員
が
組
合
に
於
て
業
務
を
惨
な
事
が
違
法
ご
な
り
た
る
時
は
組
合
員
の
意
思
如
何
?
問
は
宇
組
合
は
解
散
す
べ
き
も
の
ぜ
す
る
(
第
三
四
係
当
例
へ
ば
修
業
が
禁
止
さ
れ
又
は
戦
争
に
よ
り
組
合
員
が
敵
園
人
さ
な
b
た
る
が
如
き
場
合
は
之
に
属
す
る
。
官
、
裁
剣
所
の
命
令
に
よ
る
解
散
裁
剣
所
は
第
三
僚
に
拐
ぐ
る
事
由
あ
る
時
は
組
令
員
の
請
求
を
侯
ち
て
組
合
の
解
散
骨
命
歩
る
事
を
得
る
。
英
図
組
合
法
(
忠
弘
5
5
r
f
〉口件同∞。。〉概説
一五
商
業
主
経
済
一五
而
て
其
事
由
は
、
a
、
組
合
員
が
精
紳
病
者
な
b
し
時
、
又
は
精
紳
山
状
態
が
極
め
て
不
健
全
な
る
時
は
裁
剣
所
は
其
後
見
人
、
目
。
丘
中
町
三
利
害
関
係
人
、
又
は
他
の
組
合
員
の
請
求
に
よ
り
組
令
の
解
散
ぞ
命
十
る
事
が
あ
る
。
b 
一
組
合
員
長
散
の
申
立
た
な
し
さ
ο
組
合
員
以
外
の
〉
が
組
合
契
約
の
履
行
を
永
久
に
潟
す
事
能
は
ゴ
る
獄
態
に
な
り
た
る
場
令
。
一
組
令
員
長
散
申
立
た
な
し
-R40
者
、
た
除
く
〉
が
組
令
の
偉
業
の
性
質
上
裁
剣
所
に
於
て
組
合
業
務
遂
行
に
害
を
及
ぼ
す
恐
あ
る
も
の
ぜ
考
ふ
る
が
如
き
行
結
局
を
怨
し
た
る
場
合
。
C 、
、
，d
 
一
組
合
員
が
ハ
解
散
申
立
た
潟
し
士
ろ
者
与
除
く
〉
故
意
に
又
は
他
地
続
的
に
組
合
内
部
に
於
け
る
約
束
〈
合
意
〉
に
違
反
す
る
が
如
き
行
潟
を
匁
し
、
又
は
組
合
業
務
に
関
し
て
他
の
組
令
員
が
其
組
合
さ
共
同
し
て
組
令
業
務
を
行
ふ
事
会
能
は
ざ
ら
し
む
る
が
如
き
行
局
局
を
品
局
し
た
る
場
合
。
上
述
の
解
散
事
由
は
要
す
る
に
組
合
員
の
信
任
舎
裏
切
る
が
如
き
性
質
を
有
す
る
か
又
は
組
合
員
自
身
に
最
早
信
任
訟
置
〈
に
足
ら
ぎ
る
場
合
で
あ
っ
て
斯
〈
の
如
き
は
組
合
の
本
質
を
害
す
る
も
の
な
る
子
以
て
之
ぞ
解
散
事
由
さ
な
し
た
る
も
の
ご
信
宇
る
。
e
、
組
合
修
業
が
損
失
の
み
を
生
宇
る
場
合
f
、
裁
剣
所
に
於
て
組
合
を
解
散
せ
し
む
る
を
趨
蛍
な
り
ご
剣
断
す
る
事
自
の
生
じ
た
る
時
。
以
上
の
場
合
に
於
て
は
裁
剣
所
は
組
合
員
又
は
業
他
の
請
求
に
よ
hJ
組
合
に
謝
し
解
散
を
命
宇
る
事
を
得
る
も
の
ぎ
す
。
上
越
の
如
〈
解
散
事
由
は
組
合
員
の
合
意
に
よ
る
も
の
ご
裁
剣
所
の
命
令
に
よ
る
も
の
さ
の
二
あ
る
も
其
何
れ
の
事
由
に
よ
っ
て
解
散
さ
れ
た
る
を
問
は
争
解
散
し
た
る
組
合
は
賂
来
に
向
っ
て
共
存
在
を
失
ひ
直
ち
に
清
算
事
務
を
開
始
し
な
け
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
初
、
但
し
此
鮎
に
つ
き
て
は
甚
だ
疑
ひ
が
あ
る
。
目
、
銘
三
ニ
係
第
一
項
ハ
b
〉
に
が
、
て
は
円
2
5
一gz
c
E
C同
F
ο
&
4
n
E
Z
5
2
5
P
H
g
r
z
m
な
ろ
文
字
た
使
用
す
る
た
以
て
組
合
の
目
的
士
あ
業
務
の
完
成
が
客
観
的
に
不
能
に
な
り
士
る
揚
合
守
色
む
平
否
や
は
明
で
な
い
。
2
、
清
算
組
令
が
解
散
し
た
る
場
合
に
於
て
は
組
令
財
産
ぞ
整
理
し
組
令
債
権
ぞ
取
立
て
組
合
債
務
を
完
済
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
子
、
な
ほ
組
合
財
産
を
以
て
債
務
h
T
完
済
し
残
令
財
産
あ
る
時
は
こ
れ
骨
粗
A
E貝
に
分
配
せ
玄
る
ぺ
か
ら
子
、
之
等
の
行
谷
却
を
総
和
し
て
清
算
ご
謂
ふ
。
ィ
、
解
散
後
の
組
合
に
於
け
る
組
合
員
の
権
限
組
令
は
解
散
後
は
其
存
在
を
失
ひ
従
っ
て
組
合
員
は
最
早
組
合
員
さ
し
て
組
合
を
拘
束
す
る
が
如
き
方
法
に
於
て
替
業
行
結
局
を
結
局
す
事
を
符
，
さ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
組
合
が
解
散
し
た
る
時
は
後
に
逃
ぷ
る
が
英
図
組
合
法
Q
P
H
Z
2
m
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岡
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概
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一
五
三
商
業
主
経
涛
一
五
四
如
く
清
算
争
各
刈
き
い
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
清
算
事
務
は
結
局
組
合
の
た
め
に
行
は
る
、
も
の
な
る
を
以
て
其
範
囲
に
於
て
組
合
員
の
行
忽
に
封
し
組
合
ぞ
拘
束
せ
し
な
る
に
足
る
性
質
を
有
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
但
し
そ
の
様
限
は
勿
論
清
算
念
行
ふ
に
つ
き
必
要
な
る
範
固
に
が
、
て
の
み
存
在
す
る
も
の
に
す
ぎ
ぬ
。
而
し
て
組
合
法
第
三
入
僚
は
次
の
如
〈
規
定
し
て
居
る
。
組
合
解
散
後
に
於
て
は
組
合
員
は
組
合
事
務
の
清
算
に
必
要
な
る
範
囲
に
於
て
の
み
、
又
は
組
令
解
散
前
に
於
て
生
じ
解
散
後
に
於
て
も
倫
存
続
す
る
取
引
を
完
了
す
る
に
必
要
な
る
範
囲
に
於
て
の
み
組
合
員
の
組
合
ケ
拘
束
す
る
行
匁
を
怨
す
ぺ
き
権
限
及
其
他
組
合
員
の
権
利
責
任
は
存
続
す
る
も
の
さ
す
。
又
同
僚
第
二
項
に
於
て
は
、破
産
し
た
る
組
合
員
の
行
怨
は
前
項
の
場
令
に
で
も
組
合
合
拘
束
す
る
事
な
し
、
但
し
本
項
の
規
定
は
其
組
合
員
の
破
産
後
破
産
組
合
員
の
組
合
員
ぜ
な
り
た
る
者
又
は
事
買
を
知
b
な
が
ら
破
産
組
合
員
の
組
合
員
ざ
し
て
表
示
せ
ら
る
〉
を
拒
ま
ざ
り
し
者
に
劃
し
て
は
適
用
な
き
も
の
さ
な
す
旨
の
規
定
が
あ
る
。
従
て
組
合
が
解
散
し
た
る
場
令
に
於
て
は
組
合
は
清
算
事
務
の
遂
行
に
必
要
な
る
範
囲
内
に
於
て
の
み
併
存
演
す
る
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
て
清
算
事
務
は
組
合
が
組
合
員
の
死
巴
又
は
破
産
に
よ
っ
て
解
散
し
た
る
場
合
に
於
て
は
生
存
組
合
員
又
は
残
存
し
て
組
合
を
怨
せ
る
組
合
員
が
其
清
算
事
務
を
行
ふ
権
利
を
有
し
其
他
の
原
因
に
よ
り
破
産
し
た
る
場
合
に
於
て
は
総
て
の
組
合
員
が
此
権
利
を
有
す
〈
H
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O
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3
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-
Fぎ
つ
∞
お
)
同
9
・
ur〉。
然
し
な
が
ら
清
算
事
務
を
行
ふ
者
が
験
継
ケ
濫
用
す
る
時
は
裁
対
所
は
其
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
に
命
令
を
出
し
又
は
組
合
員
問
、
生
存
組
合
員
問
、
及
破
産
せ
ま
る
組
合
員
さ
死
口
組
合
員
の
代
表
者
又
は
破
産
組
合
員
問
に
於
て
清
算
事
務
遂
行
上
守
あ
る
時
は
裁
剣
所
は
管
財
人
足
。
…
2
q
を
選
任
し
鉢
済
充
蛍
財
産
ぞ
裁
剣
所
の
支
配
の
下
に
於
℃
管
理
せ
し
め
、
或
は
管
財
人
及
管
理
人
g
g
p
m
o「
を
選
任
し
組
合
業
務
を
遂
行
(
清
算
の
範
固
で
〉
せ
し
め
、
又
或
は
組
合
佐
官
業
の
貢
却
を
命
宇
る
事
eT
得
向
。
要
す
る
に
解
散
さ
同
時
に
組
令
は
其
魂
務
ぞ
終
了
し
、
及
債
務
の
取
立
債
務
の
弊
務
、
残
徐
財
産
の
整
理
を
匁
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
イ
、
現
務
の
結
了
現
務
さ
は
解
散
前
に
組
合
楼
業
其
他
の
た
め
に
生
じ
解
散
蛍
時
に
於
て
も
倫
存
演
す
る
が
如
き
事
務
で
あ
っ
て
斯
く
の
却
さ
事
務
を
未
完
成
の
ま
〉
に
置
く
は
相
手
方
に
取
り
て
極
め
て
不
利
盆
な
る
を
以
て
解
散
後
の
組
合
さ
雄
も
此
の
現
務
総
了
を
ゑ
す
範
囲
に
於
て
存
績
を
認
む
る
必
要
が
あ
る
。
官
、
組
合
財
産
の
整
理
組
合
は
組
令
財
産
を
有
す
る
事
は
す
で
に
逃
ぺ
た
る
所
に
し
て
組
合
財
産
は
組
合
債
務
弊
済
資
金
ご
し
て
寅
却
す
る
が
た
め
に
組
令
員
が
共
有
し
又
組
合
が
清
算
事
務
ケ
終
了
し
た
る
時
に
残
徐
財
産
よ
り
契
約
に
定
め
ら
英
図
組
合
法
ハ
ロ
Hgomrf
〉
a
H
S
。U概
説
一
五
五
商
業
さ
経
涛
一
五
六
れ
た
る
所
に
応
じ
又
は
平
等
に
利
盆
の
配
営
を
受
〈
る
事
を
得
る
が
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
o
従
て
此
目
的
を
達
す
る
が
た
め
に
は
各
組
合
員
は
衡
平
法
上
の
留
置
穣
F
D
e
T
有
し
、
而
て
其
留
置
様
は
組
合
存
績
中
に
あ
り
で
は
組
合
財
産
に
つ
き
、
解
散
後
は
解
散
蛍
時
に
於
け
る
組
令
財
産
に
つ
き
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
組
令
員
は
他
の
組
令
ロ
貝
其
他
組
合
員
の
利
盆
に
つ
き
其
組
令
員
ぞ
通
じ
て
英
利
盆
を
要
求
し
得
る
者
(
例
へ
ぽ
m
-
5
5
の
譲
受
人
U
に
劃
し
て
組
合
財
産
身
組
合
債
務
其
他
組
令
の
責
任
を
免
る
、
が
た
め
に
充
蛍
す
べ
き
旨
を
主
張
し
得
る
権
利
を
有
し
、
且
債
務
完
済
後
の
残
徐
財
産
に
つ
き
で
は
組
合
員
よ
り
組
合
に
提
供
す
べ
き
義
務
あ
る
金
額
ご
組
合
員
が
組
合
よ
り
要
求
し
得
る
金
額
さ
を
差
引
勘
定
し
其
差
額
を
利
盆
分
配
を
要
求
す
る
者
に
給
付
す
べ
き
旨
を
主
張
す
る
事
を
得
、
其
目
的
を
遣
す
る
が
た
め
に
組
合
員
又
は
英
代
表
者
に
組
令
の
終
了
芯
共
に
裁
剣
所
に
向
っ
て
組
合
業
務
を
清
算
せ
ら
れ
ん
事
を
要
求
す
る
事
ケ
得
る
の
で
あ
る
ハ
第
三
九
係
〉
O
組
合
財
産
は
第
三
者
に
謝
す
る
債
権
其
他
の
も
の
を
包
む
が
故
に
上
越
の
営
然
の
結
果
ご
し
て
解
散
芯
共
に
債
権
の
取
立
、
英
他
の
権
利
の
買
現
を
忽
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
組
合
財
産
中
に
は
亦
m
o
o
千
三
口
も
山
町
田
然
包
合
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
各
組
合
員
は
組
合
契
約
に
特
別
の
定
な
き
限
り
解
散
後
に
於
て
は
利
盆
分
配
の
た
め
m
o
丘
三
口
も
鉾
演
の
た
め
に
す
る
財
産
さ
共
に
貞
却
す
ぺ
き
事
を
要
求
す
る
格
利
ぞ
有
す
ハ
己
主
?-ZP]門戸
H
m
5
5
3・
同
門
戸
以
∞
N
〉
。
而
て
其
得
た
る
金
銭
は
勿
論
組
令
債
務
の
桃
川
、
僚
に
充
山
町
田
さ
れ
残
徐
ゐ
h'
た
る
時
は
-
}
れ
よ
り
利
盆
の
分
配
ケ
受
く
る
事
ぞ
得
る
の
で
あ
る
o
問
。
。
仏
三
一
-
一
か
貢
却
さ
れ
た
る
時
は
其
買
主
は
其
m
O
O
L
三
口
を
使
用
し
得
る
権
利
を
有
す
。
但
し
買
主
さ
雄
も
其
組
合
?
な
ほ
其
m
o
o
仏
三
口
の
所
有
者
な
り
さ
世
人
に
示
す
が
如
き
方
法
に
於
て
使
用
す
る
楼
利
は
之
を
有
せ
子
、
印
ち
m
o
o仏
三
口
の
濫
用
&
怨
す
・
事
ほ
得
な
い
の
で
あ
る
ハ
4
S
5
0
く
-gso
点。・ロ・
3
〉。
組
合
解
散
に
際
し
て
向
。
丘
三
口
を
寅
却
せ
ぎ
b
し
時
に
於
て
は
各
組
合
員
は
他
の
組
合
員
の
利
益
を
害
せ
ゴ
る
範
囲
に
於
て
は
組
合
の
唱
え
三
]
一
を
自
己
の
修
業
に
使
す
る
事
ぞ
得
る
の
で
あ
る
ハ
出
口
同
Oz-4・
ヨ
5
0
ハ尽き〉
同
2
・
uucm。
更
に
組
合
が
成
立
す
る
際
に
於
て
或
組
合
員
は
組
合
契
約
中
に
於
て
組
合
存
綾
期
間
を
定
め
同
時
に
プ
レ
ミ
ア
ム
守
支
梯
ふ
事
を
約
す
る
場
合
あ
り
、
此
場
合
に
て
組
合
が
組
合
員
の
死
己
以
外
の
事
由
に
よ
り
存
緩
期
間
前
に
於
て
解
散
し
た
る
時
は
裁
剣
所
は
プ
レ
ミ
ア
ム
会
綴
の
梯
戻
又
は
組
合
契
約
の
僚
款
其
他
組
合
の
存
績
期
問
を
Ama
制
的
し
相
営
な
る
金
額
の
梯
戻
を
命
宇
る
事
を
得
、
但
し
プ
ν
ミ
ア
ム
を
提
供
し
た
る
組
合
員
が
其
活
設
に
よ
b
組
合
を
解
散
せ
し
め
た
る
が
如
き
場
合
又
は
組
合
員
間
の
合
意
に
よ
り
解
散
し
業
契
約
中
に
プ
レ
ミ
ア
ム
の
梯
戻
に
つ
き
定
め
な
か
b
し
場
合
に
於
て
は
プ
レ
ミ
ア
ム
の
梯
戻
は
無
き
も
の
さ
す
る
〈
第
四
O
傍〉
-u
ρ
、
残
除
財
産
の
分
配
組
合
の
解
散
さ
同
時
に
組
合
債
務
が
弊
済
さ
れ
、
現
務
が
終
了
し
た
る
場
合
に
於
て
倫
財
産
が
残
存
せ
る
場
合
に
於
て
は
之
骨
組
合
員
に
分
配
せ
ぎ
る
べ
か
ら
や
J
O
蓋
し
組
令
財
産
は
組
合
員
の
共
有
に
底
し
、
組
合
は
組
英
図
組
合
法
ハ
町
民
zgrf
〉
口
門
岡
∞
。
。
〉
概
説
一
五
七
商
業
さ
経
泊
一
五
ん
会
員
が
利
盆
を
得
ん
が
た
め
に
組
織
さ
る
〉
が
故
で
あ
る
o
組
合
の
決
算
の
結
果
損
失
の
み
が
残
る
場
合
に
於
て
も
又
同
様
に
各
組
合
員
は
之
が
分
抱
尚
子
忽
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
で
あ
る
似
o
然
し
な
が
残
徐
財
産
の
分
配
に
営
っ
て
次
の
方
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ー
、
組
合
佐
官
業
よ
り
生
じ
た
る
損
失
並
び
に
組
合
の
出
資
に
於
け
る
損
失
、
減
少
は
組
合
に
生
じ
た
る
利
益
よ
り
最
初
に
之
を
境
保
し
、
次
に
は
組
合
員
の
出
資
よ
り
、
最
後
に
利
盆
分
配
を
受
く
べ
き
額
の
割
令
に
応
じ
て
各
組
合
員
が
個
人
的
に
之
を
境
保
す
る
事
を
要
す
。
2
、
弊
済
に
充
砂
田
す
ぺ
き
財
産
は
(
此
内
に
は
組
合
員
が
出
資
に
つ
き
生
じ
た
る
損
失
を
境
保
す
る
た
め
に
提
供
し
た
も
の
を
合
な
)
、
(
a
)
組
合
員
に
非
ら
5
る
第
三
者
に
濁
し
て
組
合
が
負
捨
せ
る
債
務
の
弊
済
に
嘗
て
、
(
b
)
次
に
組
合
員
が
出
資
以
外
に
組
合
に
金
銭
を
貸
奥
し
た
る
時
は
之
が
弊
済
に
勝
目
て
、
(
C
)
夏
に
出
資
に
つ
き
組
合
員
が
組
合
に
濁
し
て
請
求
権
を
有
す
る
時
は
之
が
満
足
に
蛍
て
、
(
d
)
最
後
に
な
ほ
財
産
あ
る
時
は
利
盆
分
配
翠
・
に
感
じ
て
之
を
組
合
員
に
分
配
す
〈
第
四
四
保
)
O
但
し
組
合
員
相
互
聞
に
於
け
る
権
利
に
つ
き
で
は
本
僚
の
規
定
に
濁
し
援
更
を
加
ふ
る
事
を
得
る
も
之
が
た
め
に
第
三
者
の
利
盆
を
害
す
る
事
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
而
て
組
合
員
の
出
資
額
が
不
平
等
な
る
も
利
盆
分
配
は
卒
等
に
な
す
べ
き
合
意
の
存
す
る
時
に
於
て
組
合
財
産
を
以
て
債
務
合
完
済
す
る
事
能
は
、
ざ
る
場
令
に
於
て
は
其
損
失
も
又
卒
等
に
分
捻
せ
ざ
る
べ
か
ら
子
。
但
し
損
失
分
配
に
つ
き
特
約
あ
る
場
令
は
別
問
題
で
あ
る
。
沼
、
管
理
人
の
行
局
は
勿
論
清
算
事
務
遂
行
に
必
要
な
あ
範
囲
に
限
ら
あ
。
然
し
詰
算
事
務
に
必
要
な
あ
限
り
は
其
範
囲
内
に
於
て
新
に
契
約
品
締
結
し
得
る
の
で
あ
る
。
邸
、
句
。
ロ
8
r
H
口一
m
o
a
-
H
)
日)・=。
-
m
o
O
門
戸
ヨ
ロ
の
底
分
に
関
す
る
詳
細
な
あ
説
明
が
あ
あ
O
弘
、
以
下
越
ぷ
ろ
所
は
組
合
財
産
の
整
理
の
項
に
越
ぷ
る
方
が
兵
か
つ
大
芝
忠
ふ
Q
3
、
脱
退
組
合
員
ご
破
産
後
の
組
合
ご
の
関
係
。
組
合
員
が
組
合
よ
り
脱
退
し
た
る
時
又
は
死
己
し
た
る
時
に
於
て
は
爾
後
其
粗
令
員
又
は
死
巳
組
合
員
の
相
続
人
は
組
令
よ
り
関
係
を
絶
主
従
て
組
令
が
解
散
し
た
る
場
合
に
於
て
は
利
盆
分
配
の
請
求
を
匁
す
事
を
待
5
る
理
で
あ
る
。
然
る
に
其
組
合
員
の
脱
退
後
又
は
死
己
其
組
合
員
の
出
資
に
よ
b
後
残
存
組
合
員
に
よ
っ
て
管
業
が
絵
絞
さ
れ
又
は
苔
組
合
の
財
産
を
其
億
に
し
て
後
業
ケ
縫
絞
す
る
場
合
に
於
て
は
信
組
A
E貝
又
は
死
口
組
合
同
貝
の
相
続
人
又
泣
産
管
財
人
は
組
合
脱
退
の
時
又
は
死
己
の
時
蛍
然
受
〈
ぺ
か
り
し
出
資
の
梯
戻
し
叉
其
他
の
会
銭
の
協
戻
を
受
け
ざ
る
の
み
な
ら
宇
股
込
又
死
己
後
受
く
ぺ
か
hJ
し
利
盆
を
失
ふ
の
不
合
理
を
生
宇
。
故
に
斯
く
の
如
き
場
合
に
於
て
は
其
等
の
組
合
員
又
は
死
口
組
合
員
の
後
縫
者
を
救
済
す
る
た
め
に
組
合
法
第
四
二
僚
に
於
て
は
組
合
契
約
に
於
て
股
返
又
は
死
む
の
際
は
築
事
由
の
生
じ
た
る
組
合
員
の
出
資
及
其
他
組
合
に
於
け
る
其
者
の
財
産
を
買
取
る
合
意
な
き
場
合
に
於
て
は
股
泣
組
合
員
又
は
死
己
組
合
員
の
後
縫
者
は
解
散
以
後
に
於
て
生
じ
た
る
利
盆
の
分
配
含
請
求
す
る
事
を
符
る
も
の
ご
す
〈
第
四
二
係
〉
mw
。
英
図
組
合
法
令
a
g
o
g
r
f
〉
口
二
8
0〉
概
説
一
五
九
商
業
さ
経
済
一六
O
而
て
此
場
合
に
於
け
る
股
退
組
合
員
又
は
死
口
組
合
員
の
財
産
管
理
人
の
組
合
に
濁
す
る
利
益
分
配
請
求
権
は
解
散
又
は
死
巳
以
後
に
生
じ
た
る
組
合
の
債
務
た
る
の
性
質
を
有
す
(
第
四
三
保
〉
O
此
の
穣
利
は
一
の
単
純
契
約
に
よ
り
生
じ
た
る
も
の
な
る
が
故
に
ω
Z
E
R
O
町ロ
E
s
z
g
の
遁
用
を
受
け
解
散
又
は
組
合
員
の
死
巳
後
六
ヶ
年
を
経
過
す
る
に
よ
b
消
滅
す
る
も
の
さ
す
。
話
、
品
原
則
は
組
合
員
が
散
図
人
さ
な
り
れ
ろ
場
合
に
於
て
も
活
用
ぜ
ら
ろ
も
の
で
あ
る
(
∞
門
0
4
2
5
2
8白
g
E
ロE
Z白
4
・
〉
宮
山
g
m
m
m
o
F
丘
三
円
門
出
司
n
p
H
Z
g
p
m
g
E
E
m
E
o
Q
2
3
H
同
・
回
・
∞
会
・
〉
但
し
敵
図
人
は
訴
た
提
起
す
る
詑
力
な
き
た
以
て
其
擦
利
品
質
行
寸
ろ
の
方
法
が
な
い
故
に
叶
g
門出口
m
J
i
p
2
2
4
〉
B
B仏
g
m
E
〉
ロ
門
岡
ゆ
同
小
ハ
u
h
w
m
山
口
2
・
J
1
・の・
2
5
第
四
絡
に
於
て
は
敵
図
人
の
財
産
は
n
5
Z色ロロ
O町
内
5
5可
官
。
市
町
H
q
に
よ
り
保
管
さ
る
』
も
の
さ
す
、
従
っ
て
止
措
利
ゐ
保
護
さ
る
、
お
も
り
ざ
す
400
追
記
本
文
は
多
少
時
間
な
き
れ
め
特
に
後
午
に
於
て
は
簡
単
に
し
、
又
後
午
の
部
分
の
多
く
は
者
宮
H
m
R
H
H
V
江口。
fz。
同
開
宮
山
門
司
に
負
ふ
所
が
多
い
。
真
に
列
決
例
は
多
く
は
上
記
の
者
活
に
よ
っ
穴
の
で
あ
る
。
他
の
者
油
は
僅
か
に
M
O]
o
ru
】
)
日
唱
え
O町
吉
弘
5
5
E句
♂
♂
・
及
F
白
2
g
g
r
官
Z
n
J
L
g
。向。。
E
B
o
乙
2
同
ゆ
岡
。
為
委
考
に
な
し
え
大
の
み
で
あ
る
。
従
て
濁
り
極
め
の
考
へ
方
が
多
い
わ
げ
で
あ
る
。
会
一
、
一
、
ニ
O〉
